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企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
三
〇
年

〜
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
の
記
憶
と
和
解
、
経
営
へ
の
価
値
付
け
〜

松
崎
裕
子　

一　

は
じ
め
に

　
本
日
は
、
私
が
二
〇
〇
四
年
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
す
る
講
演
の
機
会
を
頂
き
、
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
関
係
者
の
皆
さ
ま
、

特
に
永
井
英
治
先
生
と
ご
担
当
の
村
上
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

過
去
三
〇
年
間
、
経
済
社
会
の
変
化
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
展
開
・
進
展
の
中
で
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

最
初
に
自
己
紹
介
の
中
で
、
な
ぜ
私
が
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
の
関
係
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に

関
わ
る
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
ご
紹
介
し
た
後
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

次
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
本
格
化
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
特
徴
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
ま
ず
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
価
値
観
・
規
範
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
す
。
過
去
に
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
や
不
正
の
処
理
、
和
解
（settlem

ent

、

reconciliation

）
の
プ
ロ
セ
ス
に
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
関
わ
っ
た
一
連
の
事
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
「
冷
戦
後
」
と
も
呼
ば
れ
、

現
在
に
直
接
つ
な
が
る
時
代
で
あ
り
、
一
言
で
言
え
ば
人
権
の
尊
重
、
そ
し
て
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
重
視
さ
れ
る
時
代
で
す
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な

っ
た
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
価
値
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
証
言
を
交
え
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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続
い
て
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
ビ
ジ
ネ
ス
あ
る
い
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
価
値
を
付
け
加
え
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
経
緯
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
役
割
に
幾
つ
か
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
お
話
し
し

ま
す
。
そ
し
て
、
現
代
の
日
本
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
成
長
・
発
展
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
掛
け
て
い
け
ば
よ
い

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

二　

自
己
紹
介

先
ほ
ど
永
井
先
生
の
ご
紹
介
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
二
〇
〇
一
年
に
南
山
大
学
の
隣
の
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科
国
際
協
力
専

攻
を
修
了
し
ま
し
た
。
当
時
は
日
本
中
世
史
、
海
域
ア
ジ
ア
史
の
高
橋
公
明
先
生
の
下
で
、
近
代
の
東
ア
ジ
ア
、
日
本
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
関
係

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
日
本
外
務
省
の
外
交
史
料
館
や
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
国
立
公
文
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
を
利
用
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
方
の
仕
事
ぶ
り
に
大
変
な
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
二
〇
〇
四
年
に
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
研
究
系
の
先
生
方
に
よ
る
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
長
期
コ
ー
ス
を
受
講
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
年
の
一
二
月
よ
り
、
業
務
委
託
と
し
て
財

団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
実
業
史
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー）

1
（

の
企
業
史
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
と
し
て
仕
事
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
四
年
四

月
か
ら
は
、
日
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
会
の
登
録
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
二
〇
二
一
年
四
月
よ
り
、
国
立
公
文
書
館
が
行
っ
て
い
る
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
九
六
八
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
内
に
事
務
局
を
置
く
、
企
業
史
料
協
議
会
の
理
事
を
二
〇
一
二
年
か
ら
務
め
て
い

ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
「
企
業
史
料
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
社
会
的
・
歴
史
的
な
価
値
の
重
要
性
を
認
識
し
、
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

企
業
史
料
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
収
集
・
保
存
・
管
理
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の
水
準
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て）

2
（

」
作
ら
れ
ま
し
た
。

設
立
は
一
九
八
一
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
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企業アーカイブズの30年

さ
て
、
私
が
業
務
委
託
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
企
業
史
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
の
定
款
第
三
条
に
定
め

ら
れ
て
い
る
「
渋
沢
栄
一
の
偉
業
及
び
徳
風
を
追
慕
顕
彰
す
る
」
こ
と
と
「
道
徳
経
済
合
一
主
義
に
基
づ
き
、
経
済
道
義
を
昂
揚
す
る
」
こ
と
と
い
う
二

つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン）

3
（

の
う
ち
、
後
者
と
強
い
結
び
付
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
企
業
史
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
公
益
に
寄
与
す
る
企

業
活
動
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
企
業
文
化
の
振
興
・
育
成
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
当
初
よ
り
一
貫
し
て
持
っ

て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
の
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
ご
ろ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
一
般
の
情
報
も
今
よ
り
は
ず
っ
と
少
な
く
、
限
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ
こ

で
、
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
実
業
史
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
と
、
以
前
か
ら
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
小
川
千
代
子
さ
ん
を
中
心
と
し
た
実
行

委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
日
本
に
招
い
て
二
〇
〇
七
年
に
「
日
米
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ミ
ナ
ー）

4
（

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
交
流
の
あ
っ
た
米
国
企
業
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
ベ
ッ
キ
ー
・
ハ
グ
ラ
ン
ド
・
タ
ウ
ジ
ー
さ
ん
に
声
を
掛
け
ら
れ
て
、
翌
年
か
ら
は
国
際
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
評
議
会
（International C

ouncil on A
rchives

：
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
（
現
在
の
）
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会
（Section on B

usiness A
rchives: 

Ｓ
Ｂ
Ａ
）

の
運
営
委
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
後
、企
業
史
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
の
紹
介
、さ
ら
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、花
王
、ト
ヨ
タ
自
動
車
、

森
永
製
菓
、
澁
澤
倉
庫
、
資
生
堂
と
い
っ
た
日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
し
て
、
海
外
で
の
会
議
で
紹
介
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

一
方
、
海
外
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
関
係
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
日
本
国
外
で
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
す
る
情
報
も
得
ら
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
中
で
、
企
業
文
化
振
興
の
目
的
を
持
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
発
信
す
る

仕
事
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
関
し
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
一
九
四
八
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
を
得
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
ア

ー
キ
ビ
ス
ト
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
国
際
的
な
非
営
利
の
専
門
団
体
で
す
。
一
九
〇
以
上
の
国
と
地
域
の
公
文
書
館
、

専
門
職
団
体
、
専
門
職
教
育
機
関
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
、
個
人
が
加
盟
し
て
お
り
、
世
界
の
各
地
域
に
地
域
支
部
が
あ
り
ま
す
。
企
業
史
料
協
議
会
も

一
九
九
七
年
以
来
、
東
ア
ジ
ア
地
域
支
部
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
会
員
で
す
。

一
方
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
部
会
が
あ
り
ま
す
。
私
は
二
〇
〇
八
年
以
来
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会
（
Ｓ
Ｂ
Ａ
）
で
運
営
委
員
を
務
め
て
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い
ま
す
。こ
の
部
会
は
二
〇
一
五
年
ま
で
、企
業
労
働
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会（Section for B

usiness and Labour A
rchives

：
Ｓ
Ｂ
Ｌ
）と
い
う
名
称
で
し
た
。

専
門
部
会
に
は
他
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
教
育
研
修
部
会
（
Ｓ
Ａ
Ｅ
）、
専
門
職
団
体
部
会
（
Ｓ
Ｐ
Ａ
）、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会
（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）、
信
仰
の

伝
統
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｔ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

三　

企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
は
何
か

三
–
一　

定
義
に
関
し
て

最
初
に
基
本
的
な
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
用
語
集）

5
（

に
よ
れ
ば
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
は
三
つ
の
意
味
が
あ
り
ま

す
。

①
業
務
遂
行
の
過
程
で
個
人
ま
た
は
組
織
に
よ
り
作
成
・
収
受
さ
れ
て
蓄
積
さ
れ
、
な
ら
び
に
そ
の
持
続
的
価
値
ゆ
え
に
保
存
さ
れ
た
文
書
。

②
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
保
存
し
、
閲
覧
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
建
物
ま
た
は
建
物
の
一
部
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
保
存
所
と
も
呼
ば
れ
る
。

③
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
選
別
、
取
得
、
保
存
、
提
供
す
る
こ
と
に
責
任
を
持
つ
機
関
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

制
度
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
事
業
と
も
呼
ば
れ
る
。

②
と
③
を
一
つ
に
ま
と
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
大
き
く
は
二
つ
の
意
味
、
す
な
わ
ち
持
続
的
な
価
値
、
長
期
的
な
価
値
を
持
っ
て

い
る
が
ゆ
え
に
保
存
す
る
文
書
と
、
建
物
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
い
は
部
署
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
中
国
の
企
業
や
各
国
の
中
央
銀
行
、
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
な
ど
少
数
の
例
外
を
除
く
と
、
民
間
企

業
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
す
る
法
的
根
拠
は
存
在
せ
ず
、
法
的
定
義
も
あ
り
ま
せ
ん）

6
（

。
従
っ
て
、
通
常
は
以
下
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
企

業
組
織
が
業
務
過
程
で
作
成
し
た
文
書
等
の
記
録
資
料
、
企
業
が
外
部
と
や
り
と
り
し
た
通
信
等
の
記
録
資
料
の
中
で
持
続
的
に
保
管
す
る
も
の
、
そ
し

て
こ
れ
ら
を
収
集
・
移
管
、
整
理
、
保
存
・
管
理
、
提
供
す
る
部
門
・
部
署
で
す）

7
（

。
先
に
述
べ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
二
つ
の
意
味
を
企
業
組
織
に
当
て
は

め
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
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も
う
一
つ
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
は
存
在
形
態
・
管
理
形
態
に
二
つ
の
型
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
の
永
井
先

生
の
お
話
に
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
組
織
（
機
関
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
二
種
類
で
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
本
来
、
あ
る
組
織
や
個

人
の
業
務
の
中
で
作
成
さ
れ
た
記
録
資
料
と
、
組
織
の
中
で
管
理
す
る
部
署
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
従
っ
て
、
組
織
（
機
関
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
一
番
の

元
に
な
る
の
で
す
が
、
一
方
で
そ
の
組
織
を
離
れ
て
、
別
の
組
織
（
公
文
書
館
、
博
物
館
、
図
書
館
、
大
学
等
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
後
者
の
型
を
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

企
業
の
場
合
、
寄
託
や
寄
贈
の
ほ
か
、
業
績
悪
化
や
倒
産
な
ど
の
事
情
か
ら
そ
の
企
業
で
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
を
維
持
で
き
な
く
な
り
、
外
部
の
機

関
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す）

8
（

。
有
名
な
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
は
、
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
・

レ
コ
ー
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
歴
史
協
会
、
ド
イ
ツ
各
地
の
地
域
経
済
文
書
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
存
在
す
る
目
的
や
利
用
者
、
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
考
え
方
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。
私
的
な
組
織
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
と
し
て
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
場
合
、
優
先
さ
れ
る
目
的
は
、
一
般
的
に
は
組
織
運
営
、
業
務
支
援
、
組
織
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
貢
献
で
あ
り
、
利

用
者
や
ア
ク
セ
ス
ポ
リ
シ
ー
も
、
組
織
内
部
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す）

9
（

。

本
日
の
お
話
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
は
、
こ
こ
ま
で
の
お
話
の
中
で
い
う
組
織
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
す
。
さ
ら
に
、
企
業
内
で
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
を
扱
う
部
署
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
組
織
内
で
の
位
置
付
け
に
関
し
て
も
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
–
二　

組
織
内
で
の
位
置
付
け

（
ス
ラ
イ
ド
）
一
六
枚
目
の
表
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
本
拠
を
置
く
ユ
ニ
リ
ー
バ
社
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
前
責
任
者
で
あ
る
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ッ
ク
ラ

ン
ド
さ
ん
の
論
文）

10
（

の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
例
で
す
。
取
締
役
会
や
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
直
結
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
持
つ
会
社
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会
の
現
部
会
長
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
Ｌ
・
ビ
エ
リ
さ
ん
が
所
属
す
る
ス
イ
ス
の
大
手
製
薬
会
社
・
ロ
シ
ュ
社
の
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
は
、
ま
さ
に
取
締
役
会
や
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
直
結
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
、
表
に
あ
る
よ
う
に
「
法
務
、
総
務
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

部
門
」
や
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
広
報
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門
」「
人
事
部
門
」「
施
設
管
理
部
門
」「
文
化
遺
産
、
図
書
室
」
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な
ど
、
企
業
に
よ
っ
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
部
署
の
位
置
付
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
う
い
っ
た
中
、
組
織
内
の
位
置
付
け
に
関
す
る
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
広
報
系
部
門
へ
の
変
更
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
の
場
合
、
二
〇
二
〇
年
末
ま
で
は
「
社
史
資
料
室
」、「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
し
て
総
務
部
門
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
一
年
一
月
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
広
報
）
傘
下
の
組
織
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
室
が
新
設
さ
れ
ま
し
た）

11
（

。
こ
の
傾
向
は
民
間
企
業
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
立
公
文
書
館
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
と
い
え
る
の
で
す
が
、
司
法
省
の
管
轄
で
あ
っ
た
も
の
が
二
〇
一
五
年
九
月
に
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
省
の
管
轄
に
変
わ
り
、
そ
の
後
、
同
省

の
名
称
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
二
〇
一
七
年
七
月
以
降
は
デ
ジ
タ
ル
・
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
省
の
管
轄
に
な
っ
て
い
ま
す）

12
（

。

三
–
三　

世
界
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

次
に
、
世
界
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
歴
史
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す）

13
（

。
世
界
で
最
初
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
〇
五
年

に
誕
生
し
た
ド
イ
ツ
・
ク
ル
ッ
プ
社
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
翌
年
、
ケ
ル
ン
に
地
域
経
済
文
書
館
と
い
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
を
管
理
す
る
ド
イ
ツ
特
有
の
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
誕
生
し
て
い
ま
す）

14
（

。

こ
れ
に
続
い
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
で
一
九
三
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
は
一
九
四
〇
年
代
、
北
欧
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン

ス
や
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
南
欧
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
置
や
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
協
会
の

活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
場
合
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
一
つ
の
機
能
、
す
な
わ
ち
歴
史
編
纂
に
特
化
し
た
形
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
活
動
が
二
〇

世
紀
を
通
じ
て
顕
著
で
し
た
。
そ
の
最
初
の
事
例
は
、
ク
ル
ッ
プ
社
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
置
よ
り
も
早
い
、
一
八
八
七
年
の
住
友
家
家
史
編
纂
事
業
の
開

始
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
中
国
で
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
す
な
わ
ち
改
革
開
放
以
降
の
近
代
化
と
と
も
に
、
企
業
に
お
け

る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。
同
国
の
場
合
、
他
の
国
々
と
は
異
な
り
、
国
家
档
案
局
と
い
う
政
府
機
関
が
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
指
導
や

監
督
に
関
わ
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
タ
タ
や
ゴ
ー
ド
レ
ー
ジ
と
い
っ
た
企
業
グ
ル
ー
プ
が

組
織
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
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企業アーカイブズの30年

私
の
経
験
に
よ
る
考
え
で
す
が
、
世
界
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
理
解
す
る
に
は
、
国
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
協
会
や
専
門
職
団
体
に
注
目
す
る

と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
場
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
、
北
米
の
場
合
は
ア
メ
リ
カ
・
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
協
会
の
一
部
門
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会
、
ド
イ
ツ
語
圏
は
ド
イ
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
、
中
国
で
は
中
国
档
案

学
会
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
の
中
に
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
で
は
企
業
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
会
や
イ
タ
リ
ア
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
内
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

三
–
四　

日
本
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

こ
こ
で
日
本
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
特
徴
を
、
社
史
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
の
関
係
で
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
日
本
で
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
や
企
業

資
料
と
い
え
ば
社
史
編
纂
を
思
い
浮
か
べ
る
時
期
が
長
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
社
史
編
纂
と
は
、
五
〇
周
年
や
一
〇
〇
周
年
と
い
っ
た
周
年
に
合
わ
せ

て
企
画
さ
れ
る
、
基
本
的
に
は
時
限
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ペ
ー
ジ
数
が
多
く
、
創
業
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
詳
細
に
記
述
し
た
「
正
史
」

と
い
わ
れ
る
も
の
の
他
に
、
近
年
は
も
っ
と
手
軽
に
読
め
る
簡
易
版
の
出
版
も
盛
ん
で
す
。

正
史
の
刊
行
は
、
一
九
六
四
年
に
発
足
し
た
経
営
史
学
会
や
一
九
六
八
年
に
発
足
し
た
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
に
よ
る
企
業
史
・
経
営
史
研
究

の
発
展
と
の
関
連
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
史
研
究
家
の
村
橋
勝
子
さ
ん
に
よ
る
と
、
社
史
は
毎
年
二
〇
〇
点
前
後
が
刊
行
さ
れ
、
明
治
以

来
の
発
行
経
験
会
社
は
六
五
〇
〇
社
以
上
、
累
計
発
行
点
数
は
一
万
七
〇
〇
〇
点
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
二
〇
〇
四
年
に
企
業
史
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
社
史
編
纂
の
み
な
ら
ず
、
社
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
支
援
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
書
い
た
り
、
お
話
し
し
た
り
し
て
き
ま
し
た）

15
（

。

一
方
、
今
月
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
）
初
め
に
企
業
史
料
協
議
会
が
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
デ
ジ
タ
ル
化
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
よ
る
経
営
支
援
」

で
は
高
千
穂
大
学
の
大
島
久
幸
先
生
が
、
一
九
九
八
年
ご
ろ
を
境
に
し
て
本
格
的
社
史
、
科
学
的
社
史
の
刊
行
点
数
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
お
話
を
さ

れ
ま
し
た）

16
（

。
村
橋
さ
ん
に
よ
る
と
、
全
体
と
し
て
の
刊
行
点
数
に
は
減
少
傾
向
が
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
減
少
し
て
い
る
の
は
正

史
と
い
わ
れ
る
本
格
社
史
、
科
学
的
社
史
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
逆
に
、
社
史
の
簡
易
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
近
年
、
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史
実
に
基
づ
く
歴
史
の
流
れ
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
現
し
た
、
そ
し
て
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
記
述
し
た
社
史
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

次
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
の
関
係
で
す
。
日
本
に
は
二
〇
一
九
年
現
在
、
七
八
三
の
産
業
文
化
博
物
館
が
あ
る
と
さ
れ
、
一
〇
〇
〇
を
超
え
る
と
す
る

博
物
館
専
門
家
も
お
ら
れ
ま
す）

17
（

。
博
物
館
と
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
機
能
が
異
な
り
ま
す
が
、
実
際
問
題
、
企
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
置
へ
の
関
心
が
社
内

外
の
記
録
資
料
の
収
集
や
保
存
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
書
管
理
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
い
う
目
に
は
見
え
づ
ら
い
機
能
を
、
博
物
館
な
ど
に
お

け
る
展
示
が
可
視
化
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
支
え
て
く
れ
る
役
割
を
企
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
持
っ
て
い
ま
す
。

四　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

こ
こ
か
ら
が
本
題
で
す
。
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
一
九
九
〇
年
以
降
の
変
化
・
特
徴
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

四
–
一　

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
価
値
観
・
規
範
│
記
憶
と
和
解
、
人
権
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

ま
ず
一
九
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
以
前
に
比
べ
て
人
権
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
尊
重
す
る
と
い
う
価
値
観
・
規
範
が
広
く
国
際
社
会
・
経
済
活
動
に

お
い
て
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
点
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
価
値
観
・
規
範
と
大
き
な
関
わ
り
が
あ
る
と
私
が
考
え
る
の
は
、
一
九
九
〇

年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
見
ら
れ
た
、
記
憶
と
和
解
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
出
来
事
で
す
。
こ
れ
に
は
大
き
く
分
け
て
三
種
類
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

一
つ
目
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
に
関
わ
る
未
解
決
の
問
題
で
す
。
例
え
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
財
産
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど

お
話
し
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
真
実
和
解
委
員
会
・
移
行
期
正
義
と
呼
ば
れ
る
実
践
・
取
り
組
み
で
す
。
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
北
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

韓
国
そ
の
他
で
こ
う
い
っ
た
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
過
去
の
不
正
や
さ
ま
ざ
ま
な
国
内
外
の
紛
争
を
乗
り
越
え
て
、
民
主
主
義
的
な
国
家
、
そ
う
い
っ
た

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
二
〇
一
五
年
に
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
が
「
紛
争
終
結
後
国
家
の
た
め
の
法
の
支
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配
ツ
ー
ル
―
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
―）

18
（

」
と
い
う
冊
子
を
出
し
て
い
ま
す
。
シ
ュ
タ
ー
ジ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
（
東
ド
イ
ツ
）
の
公
開
な
ど
も
真
実
和
解
委
員
会
・
移

行
期
正
義
と
関
わ
る
問
題
と
し
て
考
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
三
つ
目
に
挙
げ
た
い
の
は
教
会
史
で
す
。
二
〇
世
紀
か
ら
さ
ら
に
数
世
紀
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
過
去
に
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
が
分
裂
し
た
り
、
暴
力

を
使
用
し
た
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
の
関
係
に
お
い
て
悔
い
改
め
と
和
解
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
四
年
に
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
が
『
使
徒
的
書
簡　

紀
元
二
〇
〇
〇
年
の
到
来）

19
（

』
を
公
布
し
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
教
理
省

の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
外
部
の
研
究
者
に
対
し
て
公
式
に
公
開
・
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た）

20
（

。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
教
皇
庁
の
国
際
神
学
委
員

会
が
『
記
憶
と
和
解
―
教
会
と
過
去
の
種
々
の
過
失
―）

21
（

』
と
い
う
文
書
も
発
表
し
て
お
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
が
亡

く
な
る
直
前
、「
使
徒
的
書
簡　

聖
座
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
法）

22
（

」
を
公
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
は
世
界
各
地
に
お
い
て
、
過
去
の
不
正
や
紛
争
と
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
和
解
の
作
業
の
中
で
、

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
記
録
管
理
）
の
分
野
に
お
い
て
、
二
〇
〇
一
年
に
記
録
管
理

に
関
す
る
国
際
標
準
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
五
四
八
九
第
一
版
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
標
準
化
に
お
い
て
、
最
も
大
き

な
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
記
録
管
理
と
は
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
支
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
目
的
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
社
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
が
結
成
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

二
六
〇
〇
〇
（
社
会
的
責
任
の
国
際
規
格
）
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
経
団
連
が
同
じ
年
に
出
し
た
「
企
業
行
動
憲
章
」
の
第
六
版
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
二
〇
一
六
年
に
は
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
、
経
済
活
動
を
行
う
上
で
の
指
針
の
中
に
、
こ
う
い
っ
た
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の

重
要
性
が
非
常
に
強
調
さ
れ
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
変
化
を
考
え
る
上
で
、

こ
の
よ
う
な
価
値
観
・
規
範
の
問
題
を
私
は
重
視
し
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
新
聞
の
四
〇
年
間
分
の
朝
夕
刊
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
で
す）

23
（

。
そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
の
会
誌
や
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
ウ
ン
シ
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ル
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
中
で
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
ど
の
程
度
出
て
く
る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。
す
る
と
や
は
り
、
諸
外
国
に
お
い
て
も

同
じ
よ
う
な
傾
向
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
専
門
誌
に
お
い
て
も
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
以

降
で
し
た
。

こ
こ
で
具
体
的
な
お
話
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
一
九
九
〇
年
代
は
冷
戦
後
の
時
代
で
あ
り
、
過
去
に
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
や
不
正
の
処
理
、
和

解
が
国
際
社
会
に
お
い
て
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
関
わ
っ
た
一
連
の
事
例
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
財
産
の
不
正
管
理
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
強
制
労

働
の
責
任
を
問
わ
れ
る
集
団
訴
訟
が
一
九
九
六
年
以
降
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
法
廷
に
お
い
て
提
訴
さ
れ
ま
し
た）

24
（

。

ス
イ
ス
は
そ
れ
ま
で
永
世
中
立
国
家
、
人
道
主
義
国
家
と
し
て
国
際
社
会
で
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
の
で
す
が
、
国
際
社
会
の
批
判
の
高
ま
り
を

受
け
て
一
九
九
六
年
以
降
、
同
国
で
は
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
追
求
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
一
九
九
六
年
末
に
ス
イ
ス
連
邦
議

会
の
決
議
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
独
立
専
門
家
委
員
会
で
す
。こ
れ
は
期
限
付
き
の
時
限
立
法
で
、委
員
会
の
任
務
と
し
て
第
一
条
に
、「
銀
行
・
保
険
会
社
・

弁
護
士
・
公
証
人
・
信
託
業
社
・
資
産
運
用
会
社
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
、
ス
イ
ス
に
居
住
も
し
く
は
本
拠
を
持
つ
自
然
人
・
法
人
・
各
種
団
体
に
よ
っ

て
取
得
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
安
全
の
確
保
、
投
資
、
第
三
者
へ
の
転
送
の
た
め
に
こ
れ
ら
に
委
ね
ら
れ
た
全
て
の
財
産
、
さ
ら
に
は
、
ス
イ
ス
国
立
銀
行

が
受
け
入
れ
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
財
産
に
関
し
て
、
そ
の
規
模
と
命
運
に
つ
い
て
調
査
を
行
う）

25
（

」
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
一
〇
〇
名
以
上
の
研
究
者
を
雇
用
し
、
ス
イ
ス
国
内
外
の
民
間
企
業
を
含
む
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
の
調
査
を
行
い
、
二
〇
〇
二
年
三
月

に
大
き
な
報
告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。
今
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す）

26
（

。
こ
の
調
査
報
告
書
の
中
で
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
対

す
る
評
価
・
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
引
用
す
る
と
、「
何
十
年
も
の
間
、
社
内
文
書
の
保
存
に
力
を
注
ぎ
、
そ
の
結
果
豊
富
な
史
料
と
効
率
的
な
検
索
手
段
を
備
え
る
に
至
っ
て
い

た
よ
う
な
企
業
は
、
独
立
専
門
家
委
員
会
に
と
っ
て
は
、
財
産
取
引
の
実
態
や
枢
軸
国
と
の
経
済
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
な
存
在

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
し
ば
し
ば
割
り
切
れ
な
い
思
い
を
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
文
書
室
を
整
備
し
、

専
門
家
を
置
い
て
管
理
し
て
い
た
ば
か
り
に
、
歴
史
的
な
文
書
を
早
々
に
処
分
し
、
あ
る
い
は
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
も
分
か
ら
な
い
よ
う
な
同
業
他
社
と
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は
違
っ
て
、
独
立
専
門
家
委
員
会
の
報
告
書
で
事
細
か
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
感
じ
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
独
立
専
門
家
委
員
会
の
研
究

全
体
の
文
脈
の
中
で
は
、
そ
う
し
た
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い）

27
（

」、「
委
員
会
の
調
査
に
大
量
の
文
書
資
料
を
提
供
し
え
た
企
業
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
過
去

の
究
明
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
を
示
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
、
そ
う
し
た
姿
勢
は
独
立
専
門
家
委
員
会
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
正
当
に

評
価
さ
れ
て
い
る）

28
（

」。
私
は
、
現
代
の
価
値
観
・
規
範
に
照
ら
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
価
値
を
こ
こ
で
は
物
語
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

一
方
、
当
時
の
経
営
幹
部
が
ユ
ダ
ヤ
系
社
員
の
解
雇
に
抵
抗
し
た
こ
と
を
示
す
社
内
文
書
を
独
立
専
門
家
委
員
会
に
提
出
し
た）

29
（

ロ
シ
ュ
社
の
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
は
、「
会
社
が
過
去
に
と
っ
た
行
動
の
証
明
を
可
能
に
す
る
、
管
理
の
行
き
届
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
投
資
す
る
こ
と
は
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
こ

と
を
は
っ
き
り
と
示
す
確
固
た
る
事
実
が
、
突
如
と
し
て
目
の
前
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た）

30
（

」
と
記
し
て
い
ま
す
。

私
は
二
〇
一
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ロ
ワ
で
開
催
さ
れ
た
、
サ
ン
ゴ
バ
ン
社
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
Ｓ
Ｂ
Ｌ
が
共
催
し
た
会
合
で
、
ロ
シ
ュ
社
の

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
は
じ
め
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
た
ち
か
ら
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
に
関
わ
る
一
連
の
和
解
プ
ロ
セ
ス
に
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
初
め
て
の
経
験
で
、
全
く
知
ら
な
か

っ
た
の
で
驚
く
と
と
も
に
、
当
時
は
そ
の
こ
と
に
関
し
て
、
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
事
な
こ
と
だ
な
と
思
い
、
折
に
触
れ
て
こ
の

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
た
の
で
、
二
〇
一
二
年
に
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
実
業
史
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
が
刊
行

し
た
『
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
に
も
、
ブ
ロ
ワ
で
知
己
を
得
た
海
外
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
何
名
か
に
寄
稿
を
依
頼
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
企
業
の
ド
イ
ツ
現
地
法
人
の
場
合
は
、
一
九
九
八
年
に
ユ
ダ
ヤ
人
強
制
労
働
で
提
訴
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
門
や
社
内

外
（
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
三
〇
以
上
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
関
）
か
ら
九
万
八
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
記
録
資
料
を
収
集
し
、
整
理
・
分
析
し
て

報
告
書
を
作
成
・
公
開
し
、
収
集
記
録
資
料
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
歴
史
家
、
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
そ

の
他
総
勢
四
五
名
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
出
身
の
同
社
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
し
た）

31
（

。

同
じ
く
強
制
労
働
な
ど
で
提
訴
さ
れ
た
ド
イ
ツ
企
業
の
場
合
は
、
ド
イ
ツ
の
科
学
産
業
史
専
門
分
野
の
第
一
人
者
と
さ
れ
る
研
究
者
に
、
社
内
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
を
用
い
て
事
実
を
解
明
す
る
こ
と
を
委
託
し
た
の
で
す
が
、
会
社
側
は
調
査
内
容
に
一
切
干
渉
せ
ず
に
そ
の
結
果
を
公
開
し
ま
し
た）

32
（

。

フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
、
外
部
か
ら
の
調
査
に
対
応
す
る
た
め
に
新
た
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
署
を
設
置
す
る
銀
行
が
あ
っ
た）

33
（

ほ
か
、
二
〇
一
〇
年
代
の
話
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に
な
り
ま
す
が
、
一
九
三
九
〜
一
九
四
五
年
の
記
録
を
全
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
パ
リ
、
エ
ル
サ
レ
ム
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
博
物
館
へ
寄
贈
、

全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
話
で
す）

34
（

。

集
団
訴
訟
は
専
ら
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
が
舞
台
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
側
（
被
告
側
）
の
弁
護
を
担
当
し
た
弁
護
士
は
次
の
よ
う
な
見
方
を
示
し
て
い

ま
す
。「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
関
連
資
産
の
事
例
か
ら
得
ら
れ
る
重
要
な
教
訓
は
、
企
業
が
事
実
を
掌
握
し
、
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
歴
史
研
究
に
多
大

な
投
資
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
請
求
を
取
り
巻
く
歴
史
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
可
能
な
法
的
防
御
手
段
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
、
賠
償
請
求
に
関
し
て
企
業
が
メ
デ
ィ
ア
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
関
わ
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
定
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す）

35
（

」、「
賠
償
請
求
に
直
面
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
の
究
極
の
課
題
は
、
詳
細
な
歴
史
的
記
録
と
法
律
を
理
解
し
、
裁
判
所
、
報
道
機
関
、
一
般
市
民

を
説
得
し
て
、
歴
史
的
、
法
律
的
な
視
点
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
が
、
企
業
が
勝
訴
す
べ
き
裁
判
で
解
決
の

可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
非
常
に
重
要
で
す）

36
（

」。

結
局
、
裁
判
自
体
は
、
勝
訴
や
敗
訴
で
は
な
く
全
て
が
和
解
の
形
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
す
が
、
裁
判
に
携
わ
っ
た
被
告
側
の
弁
護
士
の
証
言
は
、
企

業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
価
値
を
考
え
る
上
で
重
要
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
実
際
に
和
解
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
ド
イ
ツ
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
関
係
者
が
ど
う
言
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ド
イ
ツ
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協

会
が
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
し
た
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
第
二
版
・
増
補
版
』
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て

企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
調
査
に
協
力
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
対
し
て
は
批
判
的
だ
っ
た
経
営
者
が
そ
の
重
要
性
を
認
識
す
る
に
至

っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
や
、
補
償
を
受
け
取
る
に
は
雇
用
期
間
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
な
た
め
、
東
欧
諸
国
か
ら
の
数
千
の
問
い
合
わ
せ
に
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
が
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た）

37
（

。
こ
う
い
っ
た
働
き
を
担
っ
た
多
く
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
機
会
も
増

え
た
と
い
い
ま
す）

38
（

。
日
本
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
が
、こ
の
よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、

企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
価
値
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
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四
–
二　

経
営
へ
の
価
値
付
け
│
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
領
域
で
の
展
開

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
の
話
が
大
体
こ
こ
ま
で
で
、
こ
こ
か
ら
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
の
話
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
過
去
に
起

こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
や
不
正
の
処
理
、
和
解
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
価
値
は
、
パ
ッ
シ
ブ
（
受
け
身
）
の
も
の
で
し
た
。
受

動
的
に
も
た
ら
さ
れ
た
価
値
の
発
見
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
三
〇
年
間
を
振
り
返
る
と
、
他
方
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
価
値
の
創
出
と

い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、「
経
営
や
業
務
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
積
極
的
に
価
値
を
も
た
ら
す
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
へ
の
変
化
に
関
し
て

お
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

最
初
に
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、
過
去
三
〇
年
間
に
出
版
さ
れ
た
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
特
化
し
た
文
献
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
刊
行
に
つ
い
て
で
す
。
こ

れ
か
ら
挙
げ
る
も
の
は
主
要
国
の
代
表
的
な
刊
行
物
で
あ
り
、
全
て
を
網
羅
し
た
と
言
い
切
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
私
が
見
て
い
る
限
り
、
重

要
な
も
の
は
ほ
ぼ
全
部
網
羅
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。中
国
に
お
け
る
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
も
過
去
三
〇
年
で
非
常
に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
に
関
す
る
関
連
文
献
の
収
集
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
特
化
し
た
文
献
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
さ
れ
た
『
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

を
管
理
す
る）

39
（

』
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
や
経
営
史
学
者
一
六
名
に
よ
る
共
著
で
、
組
織
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
立
ち
上
げ
か
ら
管
理
・
運
営
全
般
を
カ
バ
ー
し
た
も
の
で
し
た
。

一
九
九
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
『
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
歴
史
―
過
去
を
活
か
す）

40
（

』
は
、
元
コ
カ
・
コ
ー
ラ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ム
ー
ニ
ー
氏
ら
一
九
名
に
よ
る
共
著
で
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
さ
ら
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヒ
ス
ト
リ
ー

に
お
け
る
倫
理
綱
領
を
収
録
す
る
な
ど
、
歴
史
を
い
か
に
活
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
た
文
献
で
す
。

さ
ら
に
一
九
九
七
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
が
『
米
国
企
業
の
レ
コ
ー
ド）

41
（

』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
と
イ

ギ
リ
ス
の
間
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
交
流
が
進
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
の
成
果
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の

論
考
も
含
ま
れ
る
文
献
で
す
。

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
は
こ
の
他
、ド
イ
ツ）

42
（

や
イ
タ
リ
ア）

43
（

で
も
本
格
的
な
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
管
理
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
イ
タ
リ
ア
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
こ
れ
を
書
い
た
の
は
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
で
は
な
く
、
元
々
は
公
文
書
管
理
に
携
わ
っ
て
い

た
方
の
よ
う
で
す
。
一
九
七
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
最
初
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
、
サ
ン
ゴ
バ
ン
社
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
設
置
さ
れ
た
の
で
す
が
、

こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
や
は
り
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
公
文
書
館
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
で
し
た
。
で
す
の
で
、
あ
く
ま
で

私
の
印
象
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
は
、
公
文
書
館
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
か
、
立
ち
上
げ

に
当
た
っ
て
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
活
用
領
域
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
が
生
ま

れ
ま
す
。
一
つ
は
「
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」、
も
う
一
つ
は
「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
す
。『
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ）

44
（

』
と
タ
イ
ト
ル
に

冠
し
た
書
籍
が
ド
イ
ツ
で
二
〇
〇
三
年
に
刊
行
さ
れ
、『
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ）

45
（

』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
書
籍
も
二
〇
〇
七
年
に
イ
タ
リ
ア
で

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
著
者
が
ど
ち
ら
も
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
業
界
の
出
身
者
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｒ
や
広
報
専
門
の
方
々
が
こ
れ
ら
の
書
籍
を
執
筆
し
て
い

る
こ
と
で
す
。『
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
の
中
身
は
ド
イ
ツ
語
で
、『
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
の
中
身
は
イ
タ
リ
ア
語
で
す
が
、
タ
イ
ト
ル

は
ど
ち
ら
も
英
語
で
あ
り
、
こ
れ
も
両
者
に
共
通
す
る
特
徴
で
す
。
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
内
の
人
で
は
な
く
、
Ｐ
Ｒ
や
広
報
の
専
門
家
が
歴
史
、
そ
し
て

企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
ビ
ジ
ネ
ス
・
営
利
に
も
役
立
つ
こ
と
を
言
語
化
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
二
冊
の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
の
意
味
で
あ
る
と
私

は
理
解
し
て
い
ま
す
。

私
が
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
Ｓ
Ｂ
Ｌ
・
Ｓ
Ｂ
Ａ
の
会
合
で
は
、「
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
参
加
し
た
会
合
で
は
必
ず
「
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
と

き
に
は
役
に
立
つ
け
れ
ど
も
、
平
時
は
存
在
価
値
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
長
ら
く
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
姿
だ
っ
た
の
で
す
。

日
本
の
場
合
は
時
限
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
社
史
編
纂
な
の
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
文
書
自
体
は
倉
庫
に
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
の
部
署
の
価
値

は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
欧
米
な
ど
で
は
、
社
史
編
纂
は
主
要
な
業
務
で
は
な
く
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
署
は
い
つ
も
何
を
し
て

い
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
部
署
、
目
立
た
な
い
部
署
で
し
た
。
先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
和
解
に
関
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に
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お
い
て
は
非
常
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
の
で
す
が
、通
常
は
周
囲
か
ら
ぼ
ん
や
り
と
し
た
価
値
し
か
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
対
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
中
盤
、「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
対
す
る
外
か
ら
の
見
方
、
中
で
働
い
て
い
る
人
の
感
じ
方
・
考
え
方
が
変
わ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
こ
の
他
に
、
ド
イ
ツ
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
が
早
く
も
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
第
二
版
・
増
補
版）

46
（

を
刊
行
し
た
ほ
か
、
同

協
会
は
五
〇
年
史）

47
（

も
刊
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
非
売
品
で
す
が
、
日
本
の
企
業
史
料
協
議
会
も
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
入
門
ガ
イ
ド）

48
（

を
作
成
し
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
代
に
な
る
と
、
さ
ら
に
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
特
化
し
た
出
版
物
が
増
大
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
幾
つ
か
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。『
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
│
企
業
価
値
の
源
泉）

49
（

│
』
や
『
危
機
、
信
頼
、
会

社
史）

50
（

』
と
い
っ
た
も
の
が
、
そ
の
一
例
で
す
。『
最
高
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
る
│
優
れ
た
投
資
対
効
果
の
実
現）

51
（

│
』
も
、
二
〇
一
五
年
に
開

か
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ミ
ラ
ノ
で
の
会
議
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
集
め
た
も
の
で
す
。
二
〇
一
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
│
企
業
の
歴
史
的
記
録
を
理
解
し
管
理
す
る）

52
（

│
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
経

営
史
学
者
の
他
に
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
Ｓ
Ｂ
Ａ
の
ア
メ
リ
カ
の
運
営
委
員
も
執
筆
者
と
し
て
寄
稿
し
て
い
る
ほ
か
、
デ
ー
タ
の
提
供
や
査
読
に
お
い
て
、
私
を
含

め
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
Ｓ
Ｂ
Ａ
の
関
係
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
い
て
、
私
が
見
る
と
こ
ろ
最
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
が
イ
タ
リ
ア
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で

す
。
二
〇
二
〇
年
に
は『
企
業
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ）

53
（

』と
い
う
総
勢
四
〇
名
近
く
の
関
係
者
に
よ
る
専
門
書
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
来
年（
二
〇
二
二
）

一
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会
の
関
係
者
が
共
著
で
、『
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ）
54
（

』
を
刊
行
す
る
と
、
つ
い
最
近
聞
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
関
係
者
が
刊
行
す
る
専
門
書
は
、

ほ
ぼ
四
半
世
紀
ぶ
り
で
す
。
こ
の
内
容
に
関
し
て
私
は
非
常
に
期
待
し
て
い
て
、
来
年
刊
行
さ
れ
た
と
き
に
は
ま
た
、
皆
さ
ま
に
い
ろ
い
ろ
ご
紹
介
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
ア
ナ
ロ
グ
時
代
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
主
な
用
途
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
非
現
用
記
録
で
す
の
で
業
務
上
の
利
用

は
ま
れ
で
、
企
業
内
で
は
周
年
記
念
行
事
に
利
用
し
た
り
、
歴
史
研
究
や
経
営
史
研
究
に
携
わ
る
方
々
に
提
供
し
た
り
す
る
使
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
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（
ス
ラ
イ
ド
）
四
四
枚
目
の
表
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
会
が
作
成
し
た
、
北
米
に
お
け
る
企
業
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
、
一
種
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
企
業
団
体
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
組
織
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）
の
数
の
推
移
を

表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
ア
メ
リ
カ
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
の
一
九
九
七
年
の
論
文
集
『
米
国
企
業
の
レ
コ
ー
ド
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
で
、
ア
メ
リ

カ
の
著
名
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
カ
レ
ン
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
さ
ん
の
記
事）

55
（

の
中
で
こ
の
数
字
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
さ
ん
に
よ
れ
ば
、一
九
八
〇
年
代
ま
で
順
調
に
推
移
し
て
き
た
企
業
団
体
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
数
が
一
九
九
〇
年
代
に
減
少
し
て
い
る
の
は
、

一
九
八
〇
年
代
の
米
国
経
済
の
不
調
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
ア
メ
リ
カ
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
か
ら
私
が
教
え
ら
れ
た
大
き
な
こ
と
の
一
つ
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
コ
ス
ト
部
門
な
の
だ
と
い
う
考
え
方
に
対

し
て
、
社
内
外
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
価
値
を
示
し
て
い
く
の
か
を
考
え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
と
っ
て
差

し
迫
っ
た
大
切
な
課
題
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
は
「
歴
史
な
ん
て
く
だ
ら
な
い
も
の
さ
」
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
し）

56
（

、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
の
会
長
兼
最

高
経
営
責
任
者
を
一
九
八
一
年
か
ら
二
〇
年
間
務
め
、
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
企
業
経
営
者
と
い
わ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
は
、「
過
去
を
忘
れ
て

未
来
を
愛
せ
」
と
語
っ
て
い
ま
す）

57
（

。
ま
た
、
企
業
の
社
会
的
責
任
は
利
益
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
経
済
学
者
ミ
ル
ト

ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
発
言
で
す）

58
（

。
株
価
に
表
れ
な
い
企
業
活
動
は
、
極
端
に
言
え
ば
「
反
」
社
会
的
で
あ
り
、
短
期
的
な
企
業
収
益
の
向
上
の
み
に
集

中
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
、
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
根
強
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
必
然
的
に
、
利
益
の
最
大
化
の
た
め
の
間
接
部
門

の
圧
縮
を
主
張
し
ま
す
。
そ
し
て
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
そ
の
間
接
部
門
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
部
門
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
い
う
意
見
に
対
し
て
は
、
事
業
に
と
っ
て
の
必
要
性
を
目
に
見
え
る
形
で
示
す
た
め
に
、
社
内
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す）

59
（

。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
一
九
八
〇
年
代
、
す
な

わ
ち
経
済
が
落
ち
込
ん
で
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
閉
鎖
や
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
レ
イ
オ
フ
が
増
え
て
き
た
あ
た
り
か
ら
非
常
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
コ
ス
ト
部
門
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
い
う
考
え
方
に
対
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
登
場
し
た
「
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
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「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
持
つ
意
味
が
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
は

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
図
書
に
関
し
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
二
〇
一
〇
年
代
に
な
る
と
、
期
せ
ず
し
て
同
じ
年
の
二
〇
一
六
年
か
ら
、
北
米
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
二
つ
の
組
織
が
「
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．を
拠
点
と
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
支
援
企
業H

istory Factory

が
主
催
す
る
「A

nniversary M
arketing 

Sum
m

it

（
周
年
記
念
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
）」
と
い
う
行
事
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
あ
る
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
業
務
支
援

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
非
営
利
団
体Stockholm

 B
usiness H

istory C
entre

が
主
催
す
る
「H

istory M
arketing Sum

m
it

（
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
サ

ミ
ッ
ト
）」
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米
で
の
「
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
に
対
応
す
る
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
現
代
的
な
活
用
は
、

特
に
日
本
の
場
合
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
分
野
で
顕
著
で
す
。
そ
の
理
由
に
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
近
年
、

最
も
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
目
的
の
利
用
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
組
織
内
に
お
い
て
は
多
国
籍
化
や
Ｍ
＆
Ａ
の
活
発
化

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
企
業
内
で
の
求
心
力
を
高
め
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
確
化
し
、
企
業
が
目
指
す
価
値
観
の
共
有
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
活
動
、
あ
る
い
は
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
持
っ
て
い
る
資
料
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
語
っ
て
き
た
ス
ト
ー
リ

ー
が
役
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
的
条
件
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
達
が
歴
史
を
語
る
チ
ャ
ネ
ル
と
方
法
を
増
大
・
多
様
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
自
体
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
も
た
ら
し
た
一
つ
の
便
益
と
い
え
ま
す
。

こ
こ
で
皆
さ
ん
に
、
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も
う
少
し
説
明
し
ま
す
。
企
業
博
物
館
が
専
門
の
高
柳
直
弥
先
生
に

よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、「
企
業
が
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
や
評
価
を
高
め
る
た
め
の
従
業
員
の
自
主
的
な
努
力
を
促
す
た
め
、

企
業
と
し
て
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
価
値
観
を
従
業
員
に
教
育
お
よ
び
啓
発
す
る
活
動
を
指
し
、
企
業
や
組
織
が
自
分
た
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る
従
業

員
の
理
解
や
認
識
の
共
有
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
従
業
員
の
行
動
を
変
化
さ
せ
、
ブ
ラ
ン
ド
競
争
力
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み）

60
（

」
で
す
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
同
社
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
グ
ル
ー
プ
も
、
長
い
活
動
実
績
が
あ
り
ま
す
。
現

在
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
グ
ル
ー
プ
は
、
渉
外
広
報
本
部
社
会
貢
献
推
進
部
企
業
・
車
文
化
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
に
創
業
七
五
周
年
を
迎
え
、
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ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
詳
細
な
七
五
年
史
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
詳
し
い
お
話
を
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開）

61
（

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
、『
ト
ヨ
タ
自
動
車
75
年
史
』
編
纂
の
趣
旨
は
、「
海
外
展
開
が
本
格
化
し
た
後
の
正
史
が
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
三
〇
万
人
超
の
ト
ヨ
タ
マ
ン

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
新
し
い
社
史
を
刊
行
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
目
的
と
し
て
三
点
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

一
点
目
は
、
ト
ヨ
タ
ウ
ェ
イ
の
継
承
と
人
材
育
成
で
す
。
二
点
目
は
、
五
〇
年
史
を
刊
行
し
た
の
は
一
九
八
七
年
で
す
が
、
そ
れ
以
降
の
急
速
な
自
社

の
変
化
を
記
録
す
る
こ
と
で
す
。
三
点
目
が
、
企
業
情
報
開
示
の
一
翼
を
社
史
が
担
う
と
い
う
目
的
で
す
。
実
際
、
紙
の
社
史
よ
り
も
ウ
ェ
ブ
版
の
方
が

よ
り
多
く
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
現
代
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
特
徴
的
な
重
要
事

例
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
先
ほ
ど
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
企
業
史
料
協
議
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
登
壇
し
て
い
た
だ
い
た
、
イ
オ
ン
株
式
会
社
の
イ
オ
ン
歴
史
館
に

関
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
イ
オ
ン
歴
史
館
は
、
社
長
直
下
の
秘
書
・
広
報
担
当
責
任
者
の
下
に
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
に
直

結
し
た
部
署
で
す
。
一
九
九
三
年
ま
で
記
録
資
料
は
倉
庫
保
管
の
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
二
〇
一
三
年
に
イ
オ
ン
歴
史
館
を
竣
工
し
、
こ
れ
ま
で
倉

庫
保
管
を
し
て
き
た
記
録
資
料
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
積
極
活
用
す
る
方
向
に
転
じ
ま
し
た
。
展
示
は
、
基
本
理
念
の
成
り
立
ち
や
企
業
文
化
を
広
く

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
発
信
す
る
場
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
二
〇
二
〇
年
に
は
、『
イ
オ
ン
の
歴
史
2 

0 

2 

0
』
を
紙
、
電
子
書
籍
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
刊
行
し
、

二
〇
二
一
年
六
月
か
ら
は
「
Ｖ
Ｒ
イ
オ
ン
歴
史
館
」
を
開
設
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
歴
史
館
内
の
展
示
を
公
開
し
て
い
ま
す）

62
（

。

同
じ
く
企
業
史
料
協
議
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
登
壇
し
て
い
た
だ
い
た
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
場
合
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
室
が
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
部
直
下
チ
ー
ム
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
経
営
戦
略
上
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
組
織
図
か
ら
も
見
て
取
れ
ま
す
。
日
本
企
業
の

場
合
、
博
物
館
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
の
物
理
的
な
展
示
施
設
を
設
置
し
、
そ
こ
で
記
録
資
料
を
用
い
た
展
示
を
行
う
こ
と
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
ア
ー
カ
イ
ブ
室
の
場
合
、
特
に
館
は
持
た
ず
、
日
本
企
業
の
中
で
は
早
い
時
期
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通

じ
た
情
報
発
信
、
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た）

63
（

。

ま
た
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
か
ら
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
ま
で
の
前
身
会
社
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
重
役
会
議
の
議
事
録
二
〇
年
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分
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
文
公
開）

64
（

し
て
い
る
点
は
、
社
外
に
向
け
て
の
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
事
例
で
あ

る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
施
設
を
持
た
な
い
中
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
用
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
奥
深
く
、
幅
広
い
活
用
を
、

長
年
に
わ
た
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
継
続
性
が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

四
–
三　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

次
に
、
こ
の
一
〇
年
間
で
の
変
化
と
し
て
も
う
一
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
関
す
る
問
題
で
す
。

日
本
の
場
合
、
専
門
職
と
し
て
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
企
業
内
に
存
在
し
な
い
時
期
が
長
く
続
い
て
い
ま
す
。
社
史
編
纂
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
と

そ
こ
に
人
が
集
ま
っ
て
、
経
営
史
の
先
生
な
ど
を
交
え
な
が
ら
編
纂
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
っ
た
ら
利
用
し
た
記
録
資
料
は
倉
庫
に
保
管
し
た
り
、

次
の
社
史
編
纂
に
備
え
た
り
す
る
形
な
の
で
、
い
わ
ゆ
る
収
集
・
移
管
か
ら
整
理
、
保
存
、
公
開
、
利
用
提
供
と
い
う
一
連
の
仕
組
み
と
し
て
の
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
が
日
本
企
業
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
か
ら
私
が
す
る
お
話
は
、基
本
的
に
欧
米
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
お
話
で
す
。
幾
人
か
の
欧
米
企
業
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
語
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
Ｍ
＆
Ａ
が
起
こ
る
と
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
扱
っ
て
い
た
自
社
の
記
録
資
料
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
だ
け
で
は
な
く
、
買
収
し
た
り

経
営
統
合
し
た
り
し
た
先
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
管
理
も
自
分
た
ち
が
引
き
受
け
た
り
、
あ
る
い
は
既
に
相
手
企
業
に
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
い
る
場
合
は
、
そ

の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
一
緒
に
ま
た
新
し
く
活
動
を
始
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す）

65
（

。

特
に
国
際
的
な
大
企
業
の
場
合
、
複
数
の
企
業
、
複
数
の
ブ
ラ
ン
ド
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
頻
繁

に
合
併
や
経
営
統
合
な
ど
が
あ
れ
ば
、
組
織
内
の
変
化
も
頻
繁
に
あ
り
、
上
司
も
頻
繁
に
代
わ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
多
種
多
様
な
関
係
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
い
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た）

66
（

。

特
に
イ
タ
リ
ア
の
銀
行
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
語
っ
て
い
た
の
は
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
仕
事
の
主
要
部
分
は
資
料
を
整
理
し
て
目
録
を
作
る
こ
と
な
の
だ

け
れ
ど
も
、
そ
の
際
、
専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
目
録
が
正
確
で
あ
る
こ
と
を
非
常
に
重
視
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
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し
な
が
ら
、
現
代
の
企
業
は
変
化
が
激
し
い
中
で
、
ま
た
、
複
数
の
企
業
、
複
数
の
ブ
ラ
ン
ド
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
自
分
の
扱
う
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
新
た

に
加
わ
る
中
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
門
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
予
算
管
理
、
時
間
管
理
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門
性
が
あ

る
一
方
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
管
理
責
任
と
の
折
り
合
い
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

67
（

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
関
わ
る
部
署
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
例
え
ば
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構
築
や
イ
ン
タ
ー

ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
人
事
あ
る
い
は
社
員
教
育
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
部
署
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
私
か
ら
す
れ
ば
そ

れ
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
し
た
能
力
や
知
識
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
変
化
が
あ
り
ま
す）

68
（

。

続
い
て
、
社
外
か
ら
の
記
録
や
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
観
点
か
ら
お
話
し
す
る
と
、
企
業

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
記
録
資
料
に
対
し
て
社
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
の
程
度
認
め
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
や
地
域
に
よ
る
考
え
方
の
違
い
も
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す）

69
（

。

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
非
現
用
記
録
に
関
し
て
は
、
社
外
の
研
究
者
に
利
用
提
供
を
か
な
り
積
極
的
に
行
っ
て
き

た
と
い
う
印
象
を
私
は
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
は
、
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
そ
の
他
の
理
由
か
ら
、
社
外
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
も
比
較
的
容
易
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
ユ
ニ
リ
ー
バ
社
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
ブ
ー
ツ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
は
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
写
真
の
目
録
に
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
外
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
イ
ケ
ア
社
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
に
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
あ
る
の

で
す
が
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
カ
タ
ロ
グ
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
全
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
が
ド
イ
ツ
語
圏
の
企
業
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト）

70
（

で
見
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
）
71
（

な
ど
の
ア
ク
セ
ス
ポ
リ
シ
ー
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、

基
本
的
に
は
公
文
書
館
を
利
用
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
外
の
人
が
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
利
用
で
き
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン

テ
ー
ザ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
イ
タ
リ
ア
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
の
文
化
財
景
観
法
の
適
用
を
受
け
る
た
め
、
こ

の
法
律
に
基
づ
い
て
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
記
録
資
料
の
あ
る
部
分
は
、
公
文
書
の
よ
う
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
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一
方
、
北
米
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど
か
ら
見
て
き
た
よ
う
に
、
非
常
に
ビ
ジ
ネ
ス
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
な
文
化
が
あ
る
の
で
、
リ
ス
ク
・
評
判
（reputation

）

管
理
の
た
め
、
あ
る
い
は
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
た
く
な
い
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
る
と
ア
ク
セ
ス
度
が
低
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
の
会
誌
の
最
新
号
で
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
小
特
集
が
組
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
中
で
テ
ッ

ド
・
ラ
イ
ア
ン
さ
ん
と
い
う
、
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
社
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
兼
歴
史
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
そ
の
前
は
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
Ｓ
Ｂ
Ａ
の
運
営
委
員
で
も
あ
る
方
は
、「
フ
ォ
ー
ド
社
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
は
来
年
以
降
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
目

録
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
社
外
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る）

72
（

」
と
書
い
て
い
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
も
こ
れ
か

ら
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
は
直
接
関
係
な
い
の
で
す
が
、
二
年
ほ
ど
前
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
経
営
者
の
集
ま
り

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
経
団
連
ほ
ど
組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
会
合
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
株
主
利
益
、
短
期
的
な
利
益

優
先
の
考
え
方
で
は
な
く
、
よ
り
長
期
的
な
企
業
利
益
を
求
め
、
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
配
慮
も
重
視
す
る
と
い
う
声
明
が
出
さ
れ

ま
し
た）

73
（

。
過
去
三
〇
年
間
、
基
本
的
に
は
ア
メ
リ
カ
に
特
徴
的
な
、
非
常
に
短
期
的
な
利
益
を
求
め
る
よ
う
な
経
済
社
会
の
在
り
方
の
傾
向
が
強
か
っ
た

と
思
う
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
自
身
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
在
り
方
も
ま
た
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
場
合
は
、
社
史
の
編
纂
や
先
ほ
ど
か
ら
言
っ
て
い
る
博
物
館
を
通
じ
た
企
業
の
歴
史
情
報
の
提
供
モ
デ
ル
が
あ
り
、
こ
れ
は
続
い
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
博
物
館
は
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
作
ろ
う
と
し
て
い
る
企
業
も
多
い
よ
う
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
モ
デ
ル
に
よ
る
企
業
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
へ
の
社
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
盛
ん
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
私
が
お
話
し
し
た
こ
と
の
あ
る
タ
タ
や
ゴ
ー
ド
レ
ー
ジ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
方
々
に
よ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な

モ
デ
ル
を
目
指
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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五　

日
本
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
こ
れ
か
ら

最
後
に
、
日
本
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
こ
れ
か
ら
に
関
し
て
、
私
の
考
え
を
少
し
お
話
し
し
ま
す
。
現
代
の
日
本
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
こ
れ
か

ら
さ
ら
に
成
長
・
発
展
す
る
に
は
何
を
心
掛
け
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う
と
、
ま
ず
何
と
い
っ
て
も
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
業
務
を
進
め
て
い
く
た
め
の
リ
ソ
ー

ス
、
お
金
と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
各
企
業
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
部
署
の
方
々
に
は
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
私
か
ら
三
点
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
一
点
目
は
、
目
録
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
、
保
存
等
管
理
業
務
に
必
要
な
専
門
性
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
私
は
以
前
、
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
史
料
館
の
館
報
で
ご
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
森
永
製
菓
の
史
料
室
で
は
、
広
報
部
門
出
身
の
担
当
者
の
方
が
、
活
用
す
る
前
の
段

階
、
つ
ま
り
資
料
を
整
理
・
保
存
し
、
修
復
の
手
当
て
を
し
た
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
し
た
り
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
、
史
料

室
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
も
う
要
ら
な
い
と
判
断
し
た
も
の
の
処
分
に
関
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
、か
な
り
時
間
を
か
け
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
結
局
、

外
部
の
専
門
家
を
招
い
て
解
決
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す）

74
（

。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
価
値
を
高
め
る
に
は
、
専
門
の
業
務
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
専
門
的
な
知
識

や
技
能
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
た
り
、
業
務
委
託
を
行
っ
た
り
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
点
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
領
域
に
お
け
る
実
務
・
知
識
の
向
上
で
す
。
活
用
す
る
た
め
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
必
要
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
領
域
に
お
け
る
実

務
や
知
識
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
利
活
用
だ
け
で
な
く
保
存
、
特
に
長
期
保
存
の
方
法
、
コ

ス
ト
、
ス
ト
レ
ー
ジ
を
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
媒
体
の
問
題
に
つ
い
て
も
知
識
や
技
能
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、

ま
た
そ
の
た
め
の
予
算
も
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
私
が
見
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
保
存
や
活
用
に
関
し
て
は
、
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
の
み
な
ら
ず
図
書
館
や
博
物
館
、さ
ら
に
広
く
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
扱
う
全
て
の
業
界
と
共
通
の
課
題
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
実
務
や
知
識
の
向
上
に
努
め
、
必
要
な
ら
外
部
の
専
門
家
の
支
援
を
仰
ぎ
、
あ
る
い
は
専
門
人
材
を
社
内
に
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

三
点
目
は
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
整
備
と
「
評
価
選
別
」
基
準
の
模
索
で
す
。
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
け
る
評
価
選
別
の
目
的
は
、
私
の
考
え
で
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は
、
一
つ
は
継
続
企
業
（going concern

）
で
あ
る
た
め
に
参
照
す
る
必
要
性
の
あ
る
記
録
資
料
を
過
不
足
な
く
継
続
的
に
保
存
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
管
理
の
可
能
性
確
保
で
す
。
こ
こ
に
も
「
過
不
足
な
く
」
は
関
係
し
て
い
る
の
で
す
が
、
管
理
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

経
営
文
書
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
研
究
開
発
、
販
売
、
広
報
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
で
作
成
さ
れ
る
紙
・
デ
ジ
タ
ル
の
記
録
は
膨
大
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、
社
内
組
織
の
変
更
も
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
前
半
で
お
話
し
し
た
弁
護
士
の
言
葉
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

環
境
の
中
で
「
事
実
を
掌
握
し
、
深
く
理
解
す
る
」
た
め
に
必
要
十
分
な
記
録
資
料
・
デ
ー
タ
を
選
び
出
す
こ
と
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
と
っ
て
は
固
有

の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

管
理
可
能
性
の
確
保
に
関
し
て
さ
ら
に
説
明
す
る
と
、
整
然
と
管
理
し
、
効
率
的
に
利
活
用
す
る
に
は
、
資
料
が
多
過
ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

日
本
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
は
私
自
身
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
意
識
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
Ｓ
Ｂ
Ａ
の
会
合
の
中
で
は
よ
く
指
摘
さ
れ
て

い
る
事
柄
で
す
。

「
評
価
選
別
」
に
は
二
つ
の
視
点
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
事
実
を
掌
握
し
、深
く
理
解
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」
と
い
う
視
点
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

経
営
へ
の
価
値
付
け
を
可
能
に
す
る
と
い
う
視
点
で
す
。
二
つ
目
は
、
歴
史
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
あ
る
い
は
イ
ン
タ

ー
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
際
の
経
験
か
ら
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
活
用
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
知
識
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
「
評
価
選
別
」
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
こ
で
、「
事
実
を
掌
握
し
、深
く
理
解
す
る
」こ
と
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
組
織
の
過
去
の
経
緯
を
残
す
と
い
っ
た
場
合
の
、「
経

緯
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
Ｓ
Ｂ
Ａ
の
部
会
長
で
あ
り
、
今
日
も
何
度
か
言
及
し
た
ロ
シ
ュ
社
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
ビ
エ
リ
さ
ん
は
か
つ
て
の

講
演
で
、
評
価
選
別
の
基
準
と
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す）

75
（

。
そ
れ
は
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
、
何
が
起
き
た
の
か
と
い
う
「
原
因
」、
な
ぜ
何
か

が
変
わ
っ
た
の
か
、起
こ
っ
た
の
か
と
い
う「
意
図
」、ど
の
よ
う
な
決
断
が
な
さ
れ
た
の
か
と
い
う「
決
定
」、そ
の
結
果
ど
う
な
っ
た
の
か
と
い
う「
結
果
」

で
す
。
物
事
の
原
因
と
結
果
、す
な
わ
ち
因
果
性
に
注
目
し
た
一
種
の
科
学
が
そ
こ
に
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
私
は
読
み
取
り
ま
し
た
。

一
方
、
渋
沢
栄
一
の
孫
で
、
一
九
四
四
年
に
日
本
銀
行
の
総
裁
、
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
渋
沢
敬
三
は
、「
失

敗
史
は
書
け
ぬ
も
の
か
」と
い
う
文
章
を
残
し
て
い
ま
す
。「
翻
っ
て
我
国
の
過
去
の
歴
史
的
記
録
労
作
を
顧
み
る
と
殆
ど
全
て
が
自
慢
史
ば
か
り
で
あ
る
。
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銀
行
会
社
の
何
十
年
史
、
学
校
や
各
種
団
体
、
市
町
村
の
事
あ
る
時
に
出
さ
れ
た
歴
史
、
惹
い
て
我
国
の
歴
史
に
至
る
ま
で
、
先
ず
成
功
づ
く
め
の
自
慢

史
で
は
な
か
っ
た
か
。
例
え
ば
あ
る
薬
品
を
創
造
す
る
に
際
し
て
成
功
し
た
経
緯
は
も
と
よ
り
記
す
べ
き
だ
が
そ
の
過
程
に
於
い
て
辛
苦
し
た
失
敗
の
デ

ー
タ
が
極
め
て
手
際
よ
く
坦
々
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
ら
、
他
の
従
事
者
又
は
後
に
続
く
も
の
は
無
駄
な
労
力
と
試
薬
と
時
間
と
を
省
き
得
る
こ
と
莫
大
で

あ
ろ
う
。
真
の
成
功
は
失
敗
を
素
直
に
且
つ
科
学
的
に
究
明
し
た
上
に
築
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う）

76
（

」。
虚
心
坦
懐
に
失
敗
と
向
き
合
う
こ
と
を
勧
め

る
こ
の
文
章
も
ま
た
、
ビ
エ
リ
さ
ん
の
基
準
の
考
え
方
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
来
し
方
に
関
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
を
ふ
る
い
に

か
け
る
際
の
基
準
と
し
て
因
果
性
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
自
慢
や
成
功
だ
け
で
な
く
、
虚
心
坦
懐
に
失
敗
と
も
向
き
合
い
、
事
実
を
掌
握
し
、
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
社
史
の
例
を
取
り

上
げ
て
、
日
本
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
け
る
評
価
選
別
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
手
だ
て
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
花
王
株
式
会
社
の
事
例
で
す
。『
花
王
一
二
〇
年
』
で
は
、
一
九
八
五
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
撤
退
当
時
は
売
上
八
〇
〇
〇
億
円
の
一
割
を

占
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
九
九
七
年
に
撤
退
し
た
、
情
報
事
業
の
経
緯
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す）

77
（

。
二
つ
目
は
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
一
〇
〇

年
史
で
す
。
一
〇
〇
年
を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
経
緯
と
と
も
に
、
長
ら
く
業
務
の
一
部
で
あ
っ
た
人
事
調
査
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重
、
人
権
意

識
の
高
ま
り
の
中
で
、
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す）

78
（

。
こ
の
一
〇
〇
年
史
の
四
七
五
ペ
ー
ジ
に
は
、
刊
行
当

時
の
会
長
の
次
の
よ
う
な
言
葉
が
注
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
出
身
の
こ
と
で
縁
談
が
破
談
に
な
っ
て
自
殺
者
が
出
た
り
し
た
。
結
局
、
僕
が
個
人
調

査
の
廃
止
に
踏
み
切
っ
た
一
番
の
理
由
は
、
や
は
り
人
権
問
題
で
あ
る
。
同
じ
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
先
祖
の
こ
と
や
出
身
の
こ
と
で
差
別
す
る
の
は
絶

対
に
良
く
な
い
。
う
ち
が
そ
ん
な
仕
事
に
関
わ
る
の
は
今
後
一
切
や
め
る）

79
（

」。

六　

お
わ
り
に

こ
こ
で
本
日
の
ま
と
め
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、一
九
九
〇
年
代
後
半
の
ユ
ダ
ヤ
人
財
産
返
還
訴
訟
を
通
じ
て
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
関
係
者
、

特
に
欧
米
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
、
過
去
の
事
実
を
掌
握
し
、
深
く
理
解
す
る
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
ん
だ



27
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よ
う
で
す
。
私
も
随
分
時
間
が
た
っ
て
か
ら
こ
れ
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
事
例
を
通
じ
て
そ
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
過
去
三
〇
年
の
経
済
社
会
の
発
展
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
料
は
利
益
の
創
出
に
つ
な
が
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
用
に
開
か
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
は
こ
の
先
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
社
内
各
部
署
と

の
連
携
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
代
の
日
本
の
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
成
長
・
発
展
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
掛
け
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
点
で
は
、

基
本
的
な
こ
と
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
精
通
し
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
あ
る
い
は

デ
ジ
タ
ル
の
専
門
家
と
の
連
携
、
協
力
、
雇
用
が
必
要
で
す
。
と
同
時
に
、
既
に
担
当
者
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
門
を
任
さ
れ
て
い
る
方
々
に
お
い
て

は
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
絶
え
ざ
る
研
さ
ん
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
今
後
最
も
心
に
掛
け
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
る
の
は
、
未
来
に
継
承
す
べ
き
記
録
資
料
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
評
価
選
別
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

最
初
に
お
話
し
し
た
よ
う
な
本
格
社
史
、
科
学
的
社
史
の
減
少
と
も
非
常
に
結
び
付
い
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
社
史
を
刊
行
す
る
余
力
が

あ
れ
ば
、
で
き
れ
ば
刊
行
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
重
要
な
の
は
、
社
史
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
に
役
立
つ
よ
う
な
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
、
記
録
資
料
が
い
つ
で
も
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
何
者
な
の
か
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
そ
れ
を
証
拠
立
て
る
記
録
資
料
を
管
理
す
る
の
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
す
。
成
功
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
失
敗
も
含
め
て
自
分
た
ち
の
現
在
ま
で
の
来
し
方
を
あ
る
が
ま
ま
に
表
す
よ
う
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
持
つ
こ
と
は
、
企
業
の
強
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
が
企
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
評
価
選
別
に
関
連
す
る
諸
課
題
は
、
社
外
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
先
日
の
企
業
史
料
協
議
会
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
基
調
講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
経
営
史
学
者
の
大
島
久
幸
先
生
は
、「
企
業
が
経
営
学
者
と
守
秘
義
務
契
約
を
結
ん
で
、
社
外
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
関
わ
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と

は
、「
私
た
ち
は
○
○
で
す
」
と
宣
言
す
る
の
は
最
終
的
に
会
社
側
の
人
た
ち
で
あ
り
、
社
外
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
私
た
ち
は
○
○

で
す
」
と
い
う
こ
と
を
証
拠
付
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
確
定
す
る
、
評
価
選
別
す
る
こ
と
、
自
分
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
姿
を
あ
る
が
ま
ま
に
映
し
た
よ
う
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な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
き
ち
ん
と
未
来
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
企
業
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
部
門
の
認
識
や
仕
事
に
懸
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
が
、「
わ
れ
わ
れ
は
何
者
な
の
か
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
を
表
明
す
る
た
め
、
記
録
資
料
を
過
不
足
な
く

評
価
選
別
し
て
く
れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
は
教
師
デ
ー
タ
が
必
要
で
す
。
そ
の
教
師
デ
ー
タ
と
な
る
の
は
、

現
在
の
企
業
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
仕
事
に
懸
か
っ
て
い
ま
す
。
一
人
た
り
と
も
全
く
同
じ
人
が
い
な
い
よ
う
に
、
会
社
も
千
差
万
別
で
す
。
自
分
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
自
分
で
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
ま
た
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
企
業
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
自
分
た
ち
の
成
し
遂
げ
た
仕
事
の
事
実
を
裏
付
け
て
物
語
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す

か
ら
、
企
業
人
の
誇
り
の
源
泉
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
私
は
基
本
的
に
、
企
業
の
中
の
人
間
で
は
な
く
、
外
か
ら
応
援
す
る
立
場
で
お
話
し
し
て
き
た
の

で
す
が
、
こ
の
点
は
本
当
に
強
調
し
た
い
で
す
。
こ
れ
は
私
か
ら
皆
さ
ん
へ
の
一
番
大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

そ
し
て
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
失
敗
と
成
功
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
教
訓
を
引
き
出
し
、
新
た
な
革
新
を
生
み
出
す
知
識
の
源
泉
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

近
年
、
本
格
的
な
社
史
、
科
学
的
な
社
史
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
か
し
た
ら
成
功
や
失
敗
か
ら
の
教
訓
を
引
き
出
す
と
い
う
意
味
で
、
新

た
な
知
識
を
創
造
す
る
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
事
業
に
よ
っ
て
公
益
に
貢
献
し
、
利
益
に
よ
っ
て
継
続
し
て
い
く
た
め
の
礎
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　

註

※
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
二
〇
二
二
年
九
月
六
日
時
点
の
も
の
で
す
。

（
1
）　

当
時
の
名
称
。
二
〇
一
〇
年
九
月
に
法
人
は
財
団
法
人
か
ら
公
益
財
団

法
人
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
四
月
、
組
織
改
編
に
伴
い
、
実
業
史
研
究
情

報
セ
ン
タ
ー
は
情
報
資
源
セ
ン
タ
ー
に
改
称
し
ま
し
た
。

（
2
）　

企
業
史
料
協
議
会
「
企
業
史
料
協
議
会
の
ご
紹
介
」。https://w

w
w.baa.

gr.jp　

（
3
）　
「
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団　
定
款
」。https://w

w
w.shibusaw

a.
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or.jp/outline/disclosure/teikan2014.pdf
（
4
）　

セ
ミ
ナ
ー
全
体
の
記
録
が
次
の
文
献
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
川

千
代
子
・
小
出
い
ず
み
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
の
ア
ク
セ
ス
―
日
本
の
経
験
、

ア
メ
リ
カ
の
経
験
《
日
米
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
〇
七
の
記
録
》
―
』

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
八
年
。

（
5
）　List of term

s for language: Japanese, M
ultilingual archival term

inology,

　

http://w
w

w.ciscra.org/m
at/m

at/term
list/l/Japanese. 

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
解
説
に
よ
れ
ば
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
用
語
に
関
す
る
こ
の

多
国
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
た
の
は
カ
ナ
ダ
の
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ル
チ
ア
ナ
・
デ
ュ
ラ
ン
チ
（D

r. 

Luciana D
uranti

）
教
授
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ホ
ス
ト
し
て
い
る
の
は

同
大
学
のSchool of Library, A

rchival and Inform
ation Studies

で
す
。

https://w
w

w
.ica.org/en/online-resource-centre/m

ultilingual-archival-

term
inology

（
6
）　

Ｉ
Ｃ
Ａ
／
Ｓ
Ｂ
Ａ
が
編
纂
し
たBusiness archives in international 

com
parison, 3rd edition

（『
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
国
際
比
較
』）

第
三
版
（
二
〇
二
一
年
）
は
、
日
本
を
含
む
世
界
二
一
の
国
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
概
況
を
国
ご
と
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。https://

w
w

w
.ica.org/sites/default/files/business_archives_in_international_

com
parison_-_2021.pdf  

湯
上
良
（
訳
）「
イ
タ
リ
ア　

二
〇
〇
四
年
一

月
二
二
日
委
任
命
令
第
四
二
号
「
文
化
財
お
よ
び
景
観
法
」（
抄
訳
）」
上

代
庸
平
編『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
要
論
』二
〇
一
四
年
、二
九
八
―
三
〇
〇
頁
。

（
7
）　

松
崎
裕
子「
経
営
資
源
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」企
業
史
料
協
議
会
編

『
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
理
論
と
実
践
』丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、二
〇
一
三
年
、

四
―
七
頁
。

（
8
）　

松
崎
裕
子
「
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
―
多
様
な
価
値
を
持

つ
、
経
営
・
業
務
に
貢
献
す
る
ツ
ー
ル
―
」
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記

念
財
団
実
業
史
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
『
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
―
企
業
価
値
の
源
泉
―
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
二
年
、
六
―

九
頁
。

（
9
）　

安
江
明
夫
「『
遺
す
』
で
な
く
『
活
か
す
』
―
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

本
領
―
」『
企
業
と
史
料
』
第
一
二
集
、
二
〇
一
七
年
、
六
―
一
五
頁
。

（
10
）　Jeannette Strickland, O

rganisation and objectives. A
lison Turton 

(ed.), The international business archives handbook : understanding 

and m
anaging the historical records of business , O

xford and 

N
Y:R

outledge, 2017, pp.151-173.

（
11
）　

松
村
伸
彦
「
ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
取
り
組
み
」『
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
誌
』
第
五
巻
第
三

号
、
二
〇
二
一
年
、
一
八
八
―
一
九
二
頁
。https://doi.org/10.24506/

jsda.5.3_188　

（
12
）　

公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団 

情
報
資
源
セ
ン
タ
ー
「
解
題
―

イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
『
デ
ジ
タ
ル
戦
略 

―
二
〇
一
七
年
三
月
―
』」、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
発
行
。https://w

w
w.shibusaw

a.or.jp/

center/ba/bunken/doc017_tna02.htm
l

（
13
）　

前
掲
註
６
のBusiness archives in international com

parison , 3rd 

edition
、
松
崎
裕
子
「
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
概
観
」
時
実

象
一
監
修
『
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
５　

新
し
い
産
業

創
造
へ
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
、
一
九
―
四
六
頁
を
参
照
く
だ
さ
い
。
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（
14
）　

詳
し
く
は
、
カ
ー
ル
＝
ペ
ー
タ
ー
・
エ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
村
友
美
訳
）

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
―
構
造
変
化
と
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
挑
む
地
域
経
済
文
書
館
の
始
ま
り
と
現
在
の
役
割
に
つ
い
て
―
」

『
企
業
と
史
料
』
第
一
七
集
、
二
〇
二
二
年
、
一
六
〇
―
一
七
六
頁
を
参

照
く
だ
さ
い
。

（
15
）　

松
崎
裕
子
「
資
産
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
―
付
加
価
値
を

生
み
出
す
活
用
の
必
要
性
と
課
題
―
」『
情
報
の
科
学
と
技
術
』
六
二

巻
一
〇
号
、
二
〇
一
二
年
、
四
二
三
頁
。https://doi.org/10.18919/

jkg.62.10_422 

（
16
）　

大
島
久
幸
「
基
調
講
演　

デ
ジ
タ
ル
化
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
よ
る
経
営

支
援
」『
企
業
と
史
料
』
第
一
七
集
、
二
〇
二
二
年
、
六
六
―
七
八
頁
。

（
17
）　

町
田
小
織
「
日
本
に
お
け
る
企
業
博
物
館
と
そ
の
多
様
性
に
関
す
る
一

考
察
―
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
に
よ
る
類
型
化
と
可
視
化
を
通
し
て
―
」『
博

物
館
学
雑
誌
』
四
六
巻
一
号
、
二
〇
二
〇
年
、
一
一
一
―
一
二
九
頁
。

（
18
）　O

ffice of the U
nited N

ations H
igh Com

m
issioner for H

um
an Rights, 

Rule-of-law
 tools for post-conflict states: archives , 2015. https://

w
w

w
.ohchr.org/sites/default/files/D

ocum
ents/Publications/H

R
_

PU
B

_14_4_A
rchives_en.pdf

（
19
）　

と
く
に
「
第
四
章　

一　

第
一
段
階
」
の
三
一
か
ら
三
八
が
関
係
の
深

い
項
目
で
す
。『
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
使
徒
的
書
簡　

紀
元

二
〇
〇
〇
年
の
到
来
』
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、
一
九
九
五
年
、
四
一

―
五
三
頁
。

（
20
）　A

ccadem
ia nazionale dei Lincei, C

hiesa C
attolica: C

ongregazione 

per la dottrina della fede, L'apertura degli archivi del Sant'U
ffizio 

rom
ano: giornata di studio: Rom

a, 22 gennaio 1998 , C
oll. A

tti dei 

convegni lincei 142, R
om

a: A
ccadem

ia nazionale dei Lincei, 1998, 

pp.194.

こ
れ
は
教
理
省
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
外
部
か
ら
の
利
用
開
始
を
記

念
し
た
会
合
の
記
録
で
す
。

（
21
）　

教
皇
庁
国
際
神
学
委
員
会
（
東
門
陽
二
郎
訳
）『
記
憶
と
和
解
―
教
会
と

過
去
の
種
々
の
過
失
―
』
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、
二
〇
〇
二
年
。

（
22
）　Legge sugli archivi della Santa Sede, 21m

arzo 2005, Litterae

A
postolicae «M

otu proprio» datae quibus lex prom
ulgatur de Sanctae 

Sedis tabulariis, 1
A

prilis 2005, in A
A

S 97[2005] 353-376.

こ
れ
は
、

過
去
に
定
め
ら
れ
た
規
定
を
基
礎
に
、
現
用
文
書
か
ら
非
現
用
文
書
ま
で

を
統
一
的
に
管
理
す
る
た
め
の
、
教
皇
庁
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
関
す
る
体

系
的
な
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
聖
座
（
教
皇
庁
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

中
央
委
員
会 C

om
m

issione C
entrale per gli archive della Santa Sede 

設
置
、
委
員
会
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
対
す
る
監
督
、
助
言
、
指
導
の
任
務

に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

（
23
）　

松
崎
裕
子
「
企
業
を
変
え
る
、
戦
略
を
生
む
―
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
と
デ
ジ
タ
ル
社
会
―
」、
二
〇
一
七
年
三
月
一
四
日
発
行
。https://

w
w

w
.shibusaw

a.or.jp/center/ba/bunken/doc011_kigyo_w
o_kaeru.

htm
l

（
24
）　M

ichael J. Bazyler and Roger P. A
lfond (eds.), H

olocaust restitution:

perspectives on the litigation and its legacy , N
ew

 York U
niversity 

Press, 2006, pp. xiii-xviii.

（
25
）　

独
立
専
門
家
委
員
会 

ス
イ
ス
＝
第
二
次
大
戦
編
、
黒
澤
隆
文
編
訳
『
中

立
国
ス
イ
ス
と
ナ
チ
ズ
ム
―
第
二
次
大
戦
と
歴
史
認
識
―
』
京
都
大
学
学
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術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
三
頁
。

（
26
）　Independent C

om
m

ission of Experts Sw
itzerland, Second W

orld

 W
ar, (IC

E). https://w
w

w.uek.ch/en

（
27
）　

前
掲
註
25
『
中
立
国
ス
イ
ス
と
ナ
チ
ズ
ム
―
第
二
次
大
戦
と
歴
史
認
識

―
』、
三
一
―
三
二
頁
。
こ
こ
で
の
「
専
門
家
」
と
は
主
と
し
て
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
を
差
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

（
28
）　

同
前
。

（
29
）　

前
掲
註
25
『
中
立
国
ス
イ
ス
と
ナ
チ
ズ
ム
―
第
二
次
大
戦
と
歴
史
認
識

―
』、
二
九
〇
―
三
一
四
頁
。

（
30
）　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
Ｌ
・
ビ
エ
リ
（
中
臺
綾
子
訳
）「
企
業
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

―
成
功
へ
の
重
要
な
カ
ギ
―
」
前
掲
註
８
『
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
』
二
〇
一
二
年
、
二
二
二
頁
。A

lexander L. B
ieri, The D

N
A

 of 

corporations: a key enabler for success, 2012, https://w
w

w.shibusaw
a.

or.jp/english/center/netw
ork/pdf/04_B

ieri.pdf

（
31
）　Elizabeth W

. A
dkins, A history of the Ford M

otor Com
pany A

rchives, 

w
ith reflections on archival docum

entation of Ford of Europe's 

history, Ford, 1903-2003: The European history , H
ubert B

onin et al. 

(eds.), Paris: P.L.A
.G

.E., 2003, pp. 27-67.

（
32
）　Peter H

ayes, From
 cooperation to com

plicity: D
egussa in the Third 

Reich , C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 2007.　

公
益
財
団
法

人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
情
報
資
源
セ
ン
タ
ー
「
行
事
情
報　

英
国
国
立

公
文
書
館
公
開
講
演
会
『
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
通
信
』
四
九
号
、

二
〇
一
四
年
二
月
二
〇
日
。https://w

w
w.shibusaw

a.or.jp/center/ba/

bn/20140220.htm
l#01

（
33
）　Roger N

ougaret, The discovery of Jew
ish assets: recent developm

ents 

in the banking archives of France, Business Archives Principles and 

Practice , no.83, 2002, pp.24-29.

（
34
）　

公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
実
業
史
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
「
行

事
情
報　

国
際
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
評
議
会
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
ブ
リ
ス
ベ
ン
大
会
」

『
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
通
信
』
四
一
号
、二
〇
一
二
年
一
〇
月
六
日
。

https://w
w

w.shibusaw
a.or.jp/center/ba/bn/20121106.htm

l

（
35
）　O

w
en C. Pell, H

istorical reparation claim
s: the defense Perspectives, 

in M
ichael J. B

azyler and R
oger P. A

lfond (eds.), H
olocaust 

restitution: perspectives on the litigation and its legacy , N
ew

 York 

U
niversity Press, 2006, pp. 331-332.

（
36
）　Ibidem

., p.342.

（
37
）　Evelyn K

roker et al. (eds.), H
andbuch für W

irtschaftsarchive: Theorie 

und Praxis 2 ., erw
eiterte A

uflage, 2005, pp. X
X

V
III-X

X
X

. 

（
38
）　

同
前
。

（
39
）　A

lison Turton (ed.), M
anaging business archives , O

xford: Butterw
orth-

H
einem

ann, 1991.

（
40
）　A

rnita A
. Jones and Philip L. C

antelon (eds.), C
orporate archives 

and history: m
aking the past w

ork , M
alabar:K

rieger, 1993.
（
41
）　Jam

es M
. O

’Toole (ed.), The records of am
erican business , Chicago: 

Society of A
m

erican A
rchivists, 1997.

（
42
）　Evelyn K

roker et al. (eds.), H
andbuch für W

irtschaftsarchive: Theorie 

und Praxis , M
ünchen: O

ldenbourg, 1998.

（
43
）　Paola C

arucci and M
arina M

essina (eds.), M
anuale di archivistica 
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per l

’impresa , R
om

a: C
arocci,1998.

（
44
）　A

lexander Schug, H
istory m

arketing: Ein Leitfaden zum
 U

m
gang 

m
it G

eschichte in U
nternehm

en , B
ielefeld: transcript Verlag, 2003.

（
45
）　M

arco M
ontem

aggi and Fabio Severino, H
eritage m

arketing: la 

storia dell
’impresa italiana com

e vantaggio com
petitive , M

ilano: 

FrancoA
ngeli, 2007.　

（
46
）　

前
掲
註
37
。

（
47
）　M

artin H
äußerm

ann,50 Jahre Vereinigung deutscher 

W
irtschaftsarchivare: 1957-2007. Vereinigung deutscher 

W
irtschaftsarchivare e. V . (ed.), Vaihingen: IPa Verlag, 2007.

（
48
）　

企
業
史
料
協
議
会
制
作
部
会『
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
入
門
ガ
イ
ド
』

（
会
員
向
け
頒
布
・
非
売
品
）、
二
〇
〇
六
年
。

（
49
）　

前
掲
註
８
を
参
照
く
だ
さ
い
。

（
50
）　A

lexander B
ieri (ed.), C

risis, credibility and corporate history , 

Liverpool: Liverpool U
niversity Press, 2014. 　

　
　
　
　
　

（
51
）　Francesca Pino (ed.), C

reating the best business archive: achieving 

a good return on investm
ent , M

ilan: U
lrico H

oepli Editore, 2017.

（
52
）　

前
掲
註
10 The international business archives handbook : 

understanding and m
anaging the historical records of business

を
参

照
く
だ
さ
い
。　

（
53
）　A

ssociazione N
azionale A

rchivistica Italiana (ed.), Archivi d 'im
presa: 

archivi, storici, heritage m
anager di fronte al cam

biam
ento , 

R
om

a:Edizioni A
N

A
I, 2020.  

（
54
）　Sarah A

. Polirer (ed.), M
anaging business archives , Chicago: Society 

of A
m

erican A
rchivists, 2022.

（
55
）　B

enedict, K
aren, C

ollecting repositories and corporate archives: 

variations on a them
e?,  Jam

es M
. O

’Toole (ed.), The records of 
am

erican business , C
hicago: The Society of A

m
erican A

rchivists, 

1997, pp.349-368. 

（
56
）　

公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
情
報
資
源
セ
ン
タ
ー
「
行
事
情
報

Ｂ
Ａ
Ｃ
・
Ｉ
Ｃ
Ａ
／
Ｓ
Ｂ
Ａ
共
催 

年
次
会
合
と
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
あ
な
た
、
そ
れ
を
信
じ
ら
れ
る
・
・
・
？　

ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
信
頼
』」『
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

通
信
』
七
七
号
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
日
。https://w

w
w.shibusaw

a.

or.jp/center/ba/bn/20181103.htm
l#03　

を
参
照
く
だ
さ
い
。

（
57
）　

ポ
ー
ル
・
Ｃ
・
ラ
ー
サ
ウ
ィ
ッ
ツ
（
公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財

団
情
報
資
源
セ
ン
タ
ー
訳
・
解
題
）「
過
去
は
忘
却
す
べ
き
か
？
そ
れ

と
も
歴
史
は
重
要
か
？ 

―
組
織
の
過
去
の
戦
略
価
値
に
つ
い
て
、
学
術

的
観
点
を
検
討
す
る
―
」、
二
〇
一
七
年
七
月
二
五
日
。https://w

w
w.

shibusaw
a.or.jp/center/ba/bunken/doc013_lasew

icz.htm
l

（
58
）　M

ilton Friedm
an, The social responsibility of business is to increase 

its profits, The N
ew

 York Tim
es M

agazine , Septem
ber 13, 1970.

（
59
）　Paul C

. Lasew
icz, A

dvocacy, outreach and the corporate archivist, 

in The international business archives handbook: understanding and 

m
anaging the historical records of business , 2017, pp.385-427.

（
60
）　

高
柳
直
弥
「
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
調
和
と
イ
ン
タ
ー

ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
企
業
博
物
館
運
営
」『
豊
橋
創
造
大
学

紀
要
』
二
一
号
、
二
〇
一
七
年
、
二
頁
。https://sozo-air.repo.nii.
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ac.jp/?action=repository_uri&
item

_id=537&
file_id=22&

file_no=1
（
61
）　

公
益
財
団
法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
実
業
史
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー

「
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
の
社
史
編
纂
の
歴
史
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」、

二
〇
一
四
年
九
月
三
日
。https://w

w
w.shibusaw

a.or.jp/center/ba/

bunken/doc002_toyota.htm
l

（
62
）　

大
塚
聡
、
山
田
弥
生
、
川
島
信
行
、
大
島
久
幸
、
野
秋
誠
治
「
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」（
経
営
を
支
え
る
企
業
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
目
指

し
て
―
Ｄ
Ｘ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
、
第
一
〇
回 

ビ
ジ
ネ
ス
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
日 

オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）『
企
業
と
史
料
』
第
一
七
集
、

八
〇
―
九
八
頁
。

（
63
）　

同
前
。

（
64
）　

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ル
ワ
リ
ー
重

役
会
議
事
録
」。https://m

useum
.kirinholdings.com

/jbc/

（
65
）　

松
崎
裕
子
「
第 

一
八 

回　

Ｉ
Ｃ
Ａ　

ソ
ウ
ル
大
会
に
参
加
し
て
―
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
動
向
に
つ
い
て
―
」『
記
録
と
史
料
』
二
七
号
、

二
〇
一
七
年
、
五
七
―
六
〇
頁
。https://w

w
w.jstage.jst.go.jp/article/

jsai/27/0/27_57/_article/-char/ja/　

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ピ
ノ
（
矢
野

正
隆
訳
）「
合
併
の
波
の
後
―
変
化
へ
の
対
応
と
イ
ン
テ
ー
ザ
・
サ
ン
パ

オ
ロ
グ
ル
ー
プ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
設
立
―
」
前
掲
註
８
『
世
界
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
一
八
六
―
一
九
六
頁
。
ベ
ッ
キ
ー
・
ハ
グ

ラ
ン
ド
・
タ
ウ
ジ
ー
（
松
田
正
人
訳
）「
誇
り
あ
る
遺
産
―
買
収
・
統
合

後
の
歴
史
物
語
の
重
要
性
―
」
同
、
一
四
四
―
一
五
三
頁
。Francesca 
Pino, G

roup archivist: m
anager or professional? The Italian state of 

the question, in C
reating the best business archive: achieving a good 

return on investm
ent , M

ilano, 2017, pp. 255-262.

（
66
）　

同
前
。

（
67
）　

同
前
。

（
68
）　

前
掲
註
13
「
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
概
観
」
を
参
照
く
だ

さ
い
。

（
69
）　

同
前
。

（
70
）　D

er G
esellschaft für U

nternehm
ensgeschichte e.V. und der Vereinigung 

deutscher W
irtschaftsarchive e.V., W

irtschaftsarchiveportal http://

w
w

w.w
irtschaftsarchivportal.de/

（
71
）　A

rchivinform
ationen - B

M
W

 G
roup A

rchiv. http://w
w

w
.

w
irtschaftsarchivportal.de/archiv/details/id/37

（
72
）　

テ
ッ
ド
・
ラ
イ
ア
ン
（
時
実
象
一
訳
）「
米
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
と
フ
ォ

ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
社
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
構
築
の
経
験
」『
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
誌
』
第
五
巻
第
三
号
、
二
〇
二
一
年
、
一
七
八

―
一
八
三
頁
。https://doi.org/10.24506/jsda.5.3_178　

（
73
）　B

usiness R
oundtable, B

usiness roundtable redefines the purpose of 

a corporation to prom
ote 

‘an econom
y that serves all A

m
ericans

’, 
A

ugst 19, 2019. https://w
w

w
.businessroundtable.org/business-

roundtable-redefines-the-purpose-of-a-corporation-to-prom
ote-an-

econom
y-that-serves-all-am

ericans

（
74
）　

松
崎
裕
子
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
探
訪
記
（
第
四
回
）
森
永
製
菓
株
式
会
社

―
価
値
と
感
動
を
伝
え
る『
食
』と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
繋
が
り
―
」『
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ

―
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
史
料
館
だ
よ
り
―
』
三
三
号
、
二
〇
一
九
年
、
四

―
六
頁
。https://w

w
w.tdb-m

use.jp/report/M
use_N

o33all.pdf
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（
75
）　A

lexander Lukas Bieri, D
ie Suche nach dem

 W
esentlichen im

 Zeitalter 

der B
eliebigkeit, Archiv und W

irtschaft , 41. Jahrgang, 2008, H
eft 

2, 61-69. https://w
w

w
.w

irtschaftsarchive.de/site/assets/files/18777/

auw
_2008_2_61-69.pdf　

（
76
）　

渋
沢
敬
三
「
失
敗
史
は
書
け
ぬ
も
の
か
」『
祭
魚
洞
雑
考
』
岡
書
院
、

一
九
五
四
年
、
四
八
四
頁
。

（
77
）　

花
王
株
式
会
社『
花
王
一
二
〇
年
』二
〇
一
二
年
、五
八
一
―
五
九
六
頁
。

（
78
）　

株
式
会
社
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
『
情
報
の
世
紀
―
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

創
業
百
年
史
―
』
二
〇
〇
〇
年
、
七
一
、三
九
二
―
三
九
七
、四
七
五
―

四
七
七
頁
。

（
79
）　

同
前
、
四
七
五
頁
。
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南⼭アーカイブズ講演会

企業アーカイブズの30年

〜グローバル化の中での記憶と和解、経営への価値付け〜

松崎裕⼦
国⽴公⽂書館認証アーキビスト、企業史料協議会理事

2021年11⽉24⽇

1

⽬次
1. ⾃⼰紹介

2. 企業アーカイブズとは何か

3. グローバル化とデジタル化時代の企業アーカイブズ
1. 1990年代以降の価値観・規範：記憶と和解、⼈権、アカウンタビリティ

2. 経営への価値付け：ブランディング、マーケティング領域での展開

3. マネージャーとしての企業アーキビスト

4. ⽇本の企業アーカイブズ

5. おわりに
2（講演の中では個⼈をのぞき敬称略させていただきます）

1. ⾃⼰紹介

3



36

1. ⾃⼰紹介
・2001年 名古屋⼤学⼤学院国際開発研究科国際協⼒専攻修了（学術博⼠）
・2004年 国⽂学研究資料館アーカイブズ・カレッジ⻑期コース受講
・2004年〜 公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団で企業史料プロジェクト担当（業務委託）
・2008年〜 国際アーカイブズ評議会（ICA）企業労働アーカイブズ部会（SBL, 2015よりSBA）理事
・2012年〜 企業史料協議会（1981年設⽴）理事
・2013年〜 株式会社アーカイブズ⼯房設⽴・代表
・2014年〜 ⽇本アーカイブズ学会登録アーキビスト
・2016年 NHK東⽇本⼤震災報道アーカイブ構築事業受託
・2015年〜 学習院⼤学⾮常勤講師（「記録管理と組織」の「現代の企業と記録」担当）
・2017年〜 国際標準化機構（ISO）SC46 TC11（記録管理・アーカイブズ）国内委員
・2018〜20年 ⽴教⼤学司書課程兼任講師（「図書館基礎特論」で「アーカイブズの基礎」講義）
・2021年〜 国⽴公⽂書館認証アーキビスト

（参考） 江上敏哲、⾦甫榮、松崎裕⼦「Talk Session ⽩熱メッセージ 海を渡り、国境を越えて、繋がることの意味と価値 : 私たちが⽬指してきたこと、
そして⽬指していること」帝国データバンク史料館『MUSE: 帝国データバンク史料館だより』（別冊）、2014年、98-125⾴。

松崎 裕⼦「⽇本におけるアーキビストとレコード・マネージャーのキャリアパス形成に向けて」『情報の科学と技術』69巻1号、2019年、34-39⾴。
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/69/1/69_34/_article/-char/ja/ 4

1.2 （⾃⼰紹介）アーカイブズの利⽤者から普及・振興へ

•公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団企業史料プロジェクト担当として
•同財団⼆つのミッション（定款第3条）

渋沢栄⼀の偉業及び徳⾵を追慕顕彰

道徳経済合⼀主義に基づき、経済道義を昂揚

公益に寄与する企業活動⽀援を⽬指す→企業史料の価値に注⽬、企業⽂化を振興
→ 国際的ネットワーク（ICASBA）活動参加へ

（参考）公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団編『渋沢栄⼀記念財団の挑戦』（不⼆出版、2015年）61-144⾴。 5

1.3 ⾃⼰紹介 ICA/SBA（2015年まではSBL）等国際会合への参加（SAA、BACは個⼈会員）

（注）「渋沢プロジェクト」は渋沢財団情報資源センター「企業史料プロジェクト」を指す。2018年のBACとはBusiness Archives Council (UK)略称。6



37

企業アーカイブズの30年

ICA (International Council on Archives）地域⽀部

EASTICA

PARBICA

SARBICA

SWARBICA

ARBICA

EURASICA
EURBICA

WARBICA

CENARBICA

ESARBICA

NAANICA

CARBICA

ALA

ALA Asociación
Latinoamericana de Archivos

ARBICA Arab Regional Branch
CARBICA Caribbean Regional Branch
CENARBICA

Central Africa Regional 
Branch

EASTICA East Asian Regional Branch
ESARBICA

Eastern and Southern 
Africa Regional Branch

EURASICA
Eurasia Regional Branch

EURBICA
European Regional Branch

NAANICA North American Archival 
Network

PARBICA Pacific Regional Branch
SARBICA Southeast Asian Regional 

Branch
SWARBICA

South and West Asian 
Regional Branch

WARBICA
West African Regional 
Branch

ICA：1948年設⽴、アーカイブズとアーキビストに関わる国際的⾮営利組織、本部パリ（仏国⽴公⽂書館内）

1.3 ⾃⼰紹介

7

ICA 専⾨部会

アーカイブズ教育
研修部会(SAE)

信仰の伝統のため
のアーカイブズ
部会(SAFT)

公証アーカイブズ
部会(SAN)

建築アーカイブズ
部会(SAR)

企業アーカイブズ
部会(SBA)

国際機関アーカイ
ブズ部会(SIO)

⽂学芸術アーカイ
ブズ部会(SLA)

⾃治体アーカイブ
ズ部会(SMA)

専⾨職団体部会
(SPA)

スポーツアーカイ
ブズ部会(SPO)

議会・政党アーカ
イブズ部会(SPP)

⼤学アーカイブズ
部会(SUV)

アーカイブズと
⼈権部会(SUV)

SAE Section for Education and 
Training

SAFT Section for Archives of Faith 
Traditions

SAN Section on Notarial Archives
SAR Section on Architectural 

Archives
SBA Section on Business 

Archives
SIO Section of International 

Organisations
SLA Section on Literary and 

Artistic Archives
SLMT Section of Local, Municipal 

and Territorial Archives
SPA Section of Professional 

Associations
SPO Section on Sports Archives
SPP Section for Archives of 

Parliaments and Political 
Parties

SUV Section on University 
Archives

SAHR Section on Archives and 
Human Rights

1.3 ⾃⼰紹介

8

2. 企業アーカイブズとは

9
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2. アーカイブズとは何か
① 業務遂⾏の過程で個⼈⼜は組織により作成・収受されて蓄積さ

れ、並びにその持続的価値ゆえに保存された⽂書。

② アーカイブズを保存し、閲覧利⽤できるようにする建物⼜は建
物の⼀部。アーカイブズ保存所とも呼ばれる。

③ アーカイブズを選別、取得、保存、提供することに責任をもつ
機関⼜はプログラム。アーカイブズ機関(archival agency)、
アーカイブズ制度、アーカイブズ事業とも⾔われる。

（出典）
Multilingual Archival Terminology, International Council on Archives
http://www.ciscra.org/mat/mat
https://www.ica.org/en/online-resource-centre/multilingual-archival-terminology 10

2. アーカイブズとは何かーICAによるアーカイブズの3つの意味

持続的価値をもつ⽂書

アーカイブズ保存・閲覧する建物

Aを選別、取得、保存、提供する

機関、プログラム、制度、事業
11

2.1 企業の（歴史）アーカイブズとは何かー定義に関して
• 中国の企業や各国の中央銀⾏、イタリア（2004年⽂化財および景観
法）など少数の例外を除くと、⺠間企業の（歴史）アーカイブズの
法的根拠は存在せず、法的定義もない。

• 通例では以下のものと認識されている

• 企業組織が業務過程で作成した⽂書等の記録資料、企業が外部と
やりとりした通信等の記録資料の中で持続的に保管するもの

• これらを収集・移管、整理、保存・管理、提供する部署・部⾨
（参考） Section on Business Archives, International Council on Archives, Business Archives in International Comparison, 3rd edition

https://www.ica.org/sites/default/files/business_archives_in_international_comparison_-_2021.pdf
湯上良訳「イタリア 2004年1⽉22⽇委任命令第42号「⽂化財および景観法」（抄訳）上代庸平編『アーカイブズ学要論』2014年、298-300⾴。
松崎裕⼦「経営資源としてのアーカイブズ」企業史料協議会編『企業アーカイブズの理論と実践』丸善プラネット、2013年、4-7⾴。

12
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2.1 企業アーカイブズとは何か
ー２種類の企業アーカイブズのあり⽅ー

組織（機関）アーカイブズ 収集アーカイブズに所蔵される
企業アーカイブズ（⽂書等記録）（企業・グループ内の部署や財団）

（公⽂書館、博物館、図書館など）

（参考）松崎裕⼦「経営資源としてのアーカイブズ」企業史料協議会編『企業アーカイブズの理論と実践』丸善プラネット、2013年、4-7⾴。 13

5

企業内
アーカイブズ
（館・庫・室・・・）

A大学図書館

B文書館

C博物館

D史料館

企業組織

企業の記録資料、企業内アーカイブズ、史料保存機関・
学術研究機関所蔵の企業の記録資料の関係

2.1 企業アーカイブズとは何かー
寄託、寄贈、業績悪化・倒産等により組織Aから収集Aに

（参考）松崎裕⼦「世界のビジネス・アーカイブズー多様な価値を持つ、経営・業務に貢献するツール」公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団
実業史研究情報センター『世界のビジネス・アーカイブズー企業価値の源泉』⽇外アソシエーツ、2012年、6-9⾴。

（例）
• 東京⼤学経済学部図
書館

• グラスゴー⼤学ビジ
ネス・レコード・コ
レクション

• ミネソタ州歴史協会
• ドイツ各地の地域経
済⽂書館

• ストックホルム経営
史センター

• フィンランド企業記
録中央アーカイブズ

14

組織アーカイブズ 収集アーカイブズ

優先される
⽬的

組織運営・
業務⽀援

組織ミッション
への貢献

さまざまな⽬的
（研究、証拠、
趣味ほか）
に関する資料
として提供

優先される
利⽤者

アクセスポリシー
組織内部優先 広く公開・利⽤

（平等閲覧原則）

2.1 企業アーカイブズとは何かー⽬的、利⽤者・アクセスポリシーの⽐較

（参考）松崎裕⼦「世界のビジネス・アーカイブズー多様な価値を持つ、経営・業務に貢献するツール」公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団
実業史研究情報センター『世界のビジネス・アーカイブズー企業価値の源泉』⽇外アソシエーツ、2012年、6-9⾴。
安江明夫「『遺す』でなく『活かす』ー企業アーカイブズの本領」企業史料協議会『企業と史料』第12集、2017年、6-15⾴。 15
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2.2 企業アーカイブズとは何かー組織内での位置付け

取締役会やCEOに直結

法務、総務、コンプライアンス部⾨

ブランディング、マーケティング

広報、コミュニケーション部⾨

⼈事部⾨

施設管理部⾨

⽂化遺産、図書室

その他
Source: Jeannette Strickland, ʻOrganisation and objectives, in The international business archives handbook : understanding and managing the historical records of business, edited by Alison Turton, Routledge, 2017. 16

ライオン株式会社の
アーカイブズ部⾨

組織（機関）アーカイブズ

親組織 イギリスの
国⽴公⽂書館

移管

2017.7 
デジタル、⽂化、メディア、スポーツ

省へ名称変更

2015.9 ⽂化、メディア、スポーツ省管轄

司法省が管轄

2.2 組織内での位置付け：近年の傾向
ー企業・政府ともにコミュニケーション系への再配置がみられる

2021.1 
CCセンター（広報）傘
下に「アーカイブ室」

新設

2020. LIONアーカイブズ
（総務部）

〜2019総務部社史資料室

（参考）松村伸彦「ライオン株式会社におけるアーカイブズのデジタル化の取り組み」『デジタルアーカイブ学会誌』第5巻第3号、2021年、188-192⾴。https://doi.org/10.24506/jsda.5.3_188
公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団 情報資源センター「解題：イギリス国⽴公⽂書館「デジタル戦略 : 2017年3⽉」」https://www.shibusawa.or.jp/center/ba/bunken/doc017_tna02.html17

1905年クルップ社アーカイブズ（独）＊
1906年ケルンに地域経済⽂書館（独）＊
1957年ドイツ・ビジネスアーキビスト協会（独）

1934年ビジネス・アーカイブズ保存協議会（英）＊

1948年全国ビジネス・アーカイブズ（デンマーク）
1950〜60年代北欧諸国にビジネス・アーカイブズ協会＊
1974年ストックホルム経営史研究所前⾝（スウェーデン）＊
1981年フィンランド企業記録中央アーカイブズ

1887年住友家家史編纂開始（⽇）＊
1940年『花王⽯鹸五⼗年史』（⽇）＊
1968年財団法⼈⽇本経営史研究所（⽇）
1981年企業史料協議会（⽇）

1925年⽶国経営史学会（⽶）
1943年ファイアーストーン社アーカイブズ（⽶）＊

1972年企業アーカイブズに関する円卓会議（伊）
1974年サンゴバン社アーカイブズ（仏）＊
1980年代イタリアの⼤⼿企業にアーカイブズ設置開始（伊）
1982年スペイン銀⾏歴史アーカイブ開設（⻄）
2001年企業アーカイブズ・ミュージアム協会（伊）

1987年「中華⼈⺠共和国档案法」（中）
1990年代後半から標準化推進（中）
2010年代半ば以降情報化推進（中）
2020年「中華⼈⺠共和国档案法」改正（中）

1990年欧州銀⾏⾦融史協会（本部ドイツ）

1991年タタ・セントラル・アーカイブズ（印）
2006年ゴードレージ・アーカイブズ（印）

2.3 世界の企業アーカイブズ 主要事項

（参考） Section on Business Archives, International Council on Archives, Business Archives in International Comparison, 3rd edition. 
https://www.ica.org/sites/default/files/business_archives_in_international_comparison_-_2021.pdf
松崎裕⼦「世界のビジネス・アーカイブズ概観」時実象⼀監修『デジタルアーカイブ・ベーシックス5 新しい産業創造へ』勉誠出版、2021年、19-46⾴。

18
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1957年〜 ドイツ・ビジネスアーキビスト協会（VdW）

1934年〜 ビジネス・アーカイブズ保存協議会（ロンドン）
→1954年〜 ビジネス・アーカイブズ・カウンシル（BAC）

1981年〜 企業史料協議会（BAA、東京）

1938年〜 ⽶国アーキビスト協会（SAA）
ビジネス・アーカイブズ委員会（BAC）

→1970年代〜 ビジネス・アーカイブズ部会（BAS）

1974年〜 フランス・アーキビスト協会（LAFF）ビジネス・アーカイブズ部会
2001年〜 企業アーカイブズ・ミュージアム協会（Museimpresa、ミラノ）
2014年〜 イタリア・アーキビスト協会（ANAI）企業アーキビスト・グループ（GIAI）

1981年〜 中国档案学会（CAS、北京）

1990年〜 欧州銀⾏⾦融史協会（eabh）

2.3 世界の企業アーカイブズ： 国・地域ネットワーク

（参考） Section on Business Archives, International Council on Archives, Business Archives in International Comparison, 3rd edition. 
https://www.ica.org/sites/default/files/business_archives_in_international_comparison_-_2021.pdf
松崎裕⼦「世界のビジネス・アーカイブズ概観」時実象⼀監修『デジタルアーカイブ・ベーシックス5 新しい産業創造へ』勉誠出版、2021年、19-46⾴。

19

2.4.⽇本の企業アーカイブズー社史編纂事業との関係
• 基本は時限的なプロジェクト
• 「正史」と簡易版あり
• 経営史学の発展と相伴う

•毎年200点前後刊⾏
•発⾏経験会社 6,500社以上
•累計発⾏点数 17,000点
（社史研究家村橋勝⼦⽒による＊）

• 近年(20世紀中？）までアーカイブズ資料のほとんど唯⼀の⽤途とされる傾向

（＊）社史の定義「企業が⾃社の歴史を、社内資料に基づいて、会社⾃⾝の責任において刊⾏したもの」村橋勝⼦『社史の研究』ダイヤモンド社、2002年、p.i 20

2.4.⽇本の企業アーカイブズー社史編纂事業との関係

21

松崎裕⼦「資産としてのビジネスアーカイブズー付加価値を⽣み出す活⽤の必要性と課題」『情報の科学と技術』2012年、62巻10号、423⾴。
https://doi.org/10.18919/jkg.62.10_422
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/62/10/62_KJ00008230596/_pdf/-char/ja
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優秀会社史賞選考対象社史点数の推移
作成：⾼千穂⼤学経営学部⼤島久幸教授
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22

2.4.⽇本の企業アーカイブズー社史編纂事業との関係

⼤島久幸「デジタル化とアーカイブズによる経営⽀援」（2021年11⽉5⽇企業史料協議会シンポジウム基調講演より）

本格社史、「科学的」社史
とは

・史実に基づく
・歴史の流れ(ストーリー)
・意思決定プロセス

優秀社史賞第1回選考会で
の議論

- ⼤島教授による

2.4 ⽇本の企業アーカイブズー企業ミュージアムとの関係

2019年 産業⽂化博物館数 783
（帝国データバンク史料館による調査＊）

企業ミュージアム設置への関⼼
→記録資料収集・保存を促進

⽬に⾒えづらいアーカイブズを⽀える⾯がある

（＊）町⽥⼩織「⽇本における企業博物館とその多様性に関する⼀考察 : 計量テキスト分析による類型化と可視化を通して」
『博物館学雑誌』46, 2020年。 23

⾚れんが博物館・パーク（京都府舞鶴市）
企業史料協議会⾒学会で2016年11⽉訪問

3. グローバル化とデジタル化時代の企業アーカイブズ

24
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3. 1 1990年代以降の価値観・規範
ー記憶と和解、⼈権、アカウンタビリティ

記憶と和解をめぐるさまざまな活動と出来事

• 第⼆次世界⼤戦の終結にかかわる未解決な問題ーユダヤ⼈の財産問題等（後述）

• 真実和解委員会／移⾏期正義ーアフリカ、ラテンアメリカ、北⽶、豪、韓国他
→国連「紛争終結後国家のための法の⽀配ツール：アーカイブズ」（2015年）

• 冷戦の終わりーシュタージ・アーカイブ（東ドイツ）の公開等

• 教会史ー『記憶と和解』、教理省アーカイブズ外部利⽤提供開始（1998年）

→記録、アーカイブズにかかわる
25

Rule-of-law tools for post-conflict states: archives (2015) 

Memory and reconciliation (2000) Archivi del Sant'Uffizio romano

3. 1 1990年代以降の価値観・規範
ー記憶と和解、⼈権、アカウンタビリティ

記録・アーカイブズの世界 … 新たに「アカウンタビリティ」⽬的、明確化
1996年AS4390:1996（記録管理に関するオーストラリア標準）
2001年 ISO 15489-1:2001（ 〃 国際標準）
2005年JIS X 0902-1:2005 （ 〃 ⽇本国内規格）

（「情報及びドキュメンテーション―記録管理―第１部：総説」）
2016年ISO 15489 -1 :2016（ISO15489-1:2001の改訂版）
2019年JIS X 0902-1:2019 (JIS X 0902-1:2005 の改訂版）

（「情報及びドキュメンテーション−記録マネジメント−第１部：概念及び原理」）

社会・ビジネスの世界
2000年 国連グローバル・コンパクト結成
2010 年 ISO26000（社会的責任の国際規格）発⾏

→経団連「企業⾏動憲章」第6版に反映（同年）
2016年 国連SDGs 26

⽇本経済新聞の朝⼣刊1976年1⽉1⽇から2016年12⽉31⽇までの41年間対象

公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団 情報資源センター 松崎裕⼦ 「企業を変える、戦略を⽣む：ビジネス・アーカイブズとデジタル社会」世界
／⽇本のビジネス・アーカイブズ、2017年3⽉14⽇発⾏、https://www.shibusawa.or.jp/center/ba/bunken/doc011_kigyo_wo_kaeru.html
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3.1.1 1996年〜 ユダヤ⼈財産返還等⼀連の訴訟、和解等の抜粋

スイス企業

• 銀⾏の休眠⼝座問
題、保険会社、
メーカー等の独NS
政権との関係

• 1996.12 独⽴専⾨
家（ベルジエ）委
員会設置

• 1998.8  スイス銀
⾏、原告と和解

• 2002.3 独⽴専⾨家
委員会最終報告刊
⾏

ドイツ企業

• 強制労働等

• 2000.7 記憶・責
任・未来のための
ドイツ基⾦設⽴合
意

オーストリア企業

• 強制労働等

• 2000.11 和解・平
和・協⼒のための
オーストリア基⾦
設⽴

⽶国企業

• 強制労働等
• 休眠⼝座問題

• 1998.3 フォード⾃
動⾞、ドイツ現地
法⼈における強制
労働の件で提訴さ
れる

• 1998.12 チェー
ス・マンハッタン
銀⾏、JPモルガン
銀⾏提訴される

フランス企業

• 銀⾏の休眠⼝座問
題、国鉄のNS政権
への協⼒等

• 1997.3 仏国内ユダ
ヤ⼈資産略奪調査
委員会（マテオリ
委員会）設置

• 1998.12パリバ銀
⾏提訴される

• 2000.9 ユダヤ⼈強
制収容所輸送の責
任に関してフラン
ス国鉄提訴される

Michael J. Bazyler and Roger P. Alfond (eds.), Holocaust Restitution: Perspectives on the Litigation and its Legacy, New York University Press, 2006, pp. xiii-xviii. 28

3.1.1 独⽴専⾨家委員会設置に関するスイス連邦議会決議（1996.12.13）

第１条の「対象」の項⽬：委員会の任務

「銀⾏・保険会社・弁護⼠・公証⼈・信託業社・資産運⽤会社・あるいは
その他の、スイスに居住もしくは本拠を持つ⾃然⼈・法⼈・各種団体に
よって取得され、あるいは、安全の確保・投資・第三者への転送のために
これらに委ねられた全ての財産、さらには、スイス国⽴銀⾏が受け⼊れた
あらゆる種類の財産に関して、その規模と命運について調査を⾏う」

ー 委員会に強制的な閲覧権付与
（2001年12⽉31⽇までの時限⽴法）

独⽴専⾨家委員会 スイス＝第⼆次⼤戦編、⿊澤隆⽂編訳『中⽴国スイスとナチズムー第⼆次⼤戦と歴史認識』京都⼤学学術出版会、2010年、3⾴。 29

3.1.2 独⽴専⾨家委員会報告書刊⾏（2002.3.22 )

© 2002 The New York Times Company

Jean-François Bergier

独⽴専⾨家委員会
100名以上の研究者を雇⽤
スイス国内外アーカイブズ機関調査

独⽴専⾨家委員会 スイス＝第⼆次⼤戦編、⿊澤隆⽂編訳『中⽴国スイスとナチズムー
第⼆次⼤戦と歴史認識』京都⼤学学術出版会、2010年、3⾴。 30
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3.1.4 企業アーカイブズー独⽴専⾨家委員会の⾒解・評価
「何⼗年もの間、社内⽂書の保存に⼒を注ぎ、その結果豊富な史料と効率的な検索
⼿段を備えるに⾄っていたような企業は、独⽴専⾨家委員会にとっては、財産取引
の実態や枢軸国との経済関係を明らかにするうえで、⾮常に重要な存在であった。
しかし、そのために、これらの企業はしばしば割り切れない思いを感じることに
なった。というのも、⽂書室を整備し、専⾨家を置いて管理していたばかりに、歴
史的な⽂書を早々に処分し、あるいはどこに何があるかもわからないような同業他
社とは違って、独⽴専⾨家委員会の報告書で事細かに取り上げられたと感じたに違
いないからである。しかし独⽴専⾨委員会の研究全体の⽂脈の中では、そうしたこ
とは問題にならない」
「委員会の調査に⼤量の⽂書資料を提供しえた企業は、それによって過去の究明に
対する真摯な姿勢を⽰したといえるのであり、当然ながら、そうした姿勢は独⽴専
⾨家委員会の研究者によっても正当に評価されている」

独⽴専⾨家委員会 スイス＝第⼆次⼤戦編、⿊澤隆⽂編訳『中⽴国スイスとナチズムー第⼆次⼤戦と歴史認識』京都⼤学学術出版会、2010年、31-32⾴。 31

3.1.4 企業アーカイブズー調査を受けたロシュ社アーカイブズの⾒⽅

「会社が過去にとった⾏動の証明を可能にする、管理の
⾏き届いたアーカイブズに投資することは、理にかなっ
ていることをはっきりと⽰す確固たる事実が、突如とし
て⽬の前に現れたのであった」

Alexander L. Bieri
'Suddenly, there were hard facts at hand which clearly indicated that it 
makes sense to invest in a well-kept archive which allows the company to 
prove how it acted in the past.'

Roche社のアーカイブズは、当時の経営幹部がユダヤ系社員の解雇に抵抗した
ことを⽰す社内⽂書を独⽴専⾨家委員会（ベルジェ委員会）に提出できた。調
査への協⼒は、先⾏きがはっきりしなかったアーカイブズ業務・チームの社内
での評価を⾼めることにつながった。

アレクサンダー・L・ビエリ（中臺綾⼦訳）「企業のDNAー成功への重要なカギ」『世界のビジネス・アーカイブズ』2012年、222⾴。
Alexander L. Bieri, The DNA of Corporations: A Key Enabler for Success, 2012, https://www.shibusawa.or.jp/english/center/network/pdf/04_Bieri.pdf
独⽴専⾨家委員会編、⿊澤隆⽂編訳『中⽴国スイスとナチズムー第⼆次⼤戦と歴史認識』京都⼤学学術出版会、2010年、290-314⾴。 32
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3.1.4 ⽶国における集団訴訟被告側弁護⼠の⾒⽅

Owen C. Pell

Owen C. Pell, ʻHistorical Reparation Claims: The Defense Perspectivesʼ, in Michael J. Bazyler and Roger P. Alfond (eds.), 
Holocaust Restitution: Perspectives on the Litigation and its Legacy, New York University Press, 2006, pp. 331-332.

「ホロコースト関連資産の事例から得られる重要な教訓は、企
業が事実を掌握し、深く理解するためには、歴史研究に多⼤な
投資をしなければならないということです。請求を取り巻く歴
史を完全に理解することにより、利⽤可能な法的防御⼿段を増
やすことができ、賠償請求に関して企業がメディアとどのよう
に関わっていくか、関わっていくかどうかを決定づけることが
できます」
ʻA crucial lesson of the Holocaust asset cases is that companies must invest 
heavily in historical research so that they will have control and intimate 
understanding the facts. A complete understanding of the history surrounding a 
claim can add to the available legal defenses and can dictate how and whether a 
company engages with the media regarding a reparations claim.ʼ

34

3.1.4 ⽶国における集団訴訟被告側弁護⼠の⾒⽅

Owen C. Pell

Owen C. Pell, ʻHistorical Reparation Claims: The Defense Perspectivesʼ, in Michael J. Bazyler and Roger P. Alfond (eds.), 
Holocaust Restitution: Perspectives on the Litigation and its Legacy, New York University Press, 2006, pp. 342.

「賠償請求に直⾯している企業にとっての究極の課題は、詳細
な歴史的記録と法律を理解し、裁判所、報道機関、⼀般市⺠を
説得して、歴史的、法律的な視点を維持することです。このよ
うな視点は、これらのケースが、企業が勝訴すべき裁判で解決
の可能性を⾼めるために⾮常に重要です」

ʻThe ultimate challenge for companies confronted with reparation claims is to 
understand the detailed historical record and the law, and then work co convince 
the courts, press, and public to maintain perspective -- both historical and legal. 
This perspective is critical to making it more likely that these cases will be resolved 
in the courts, where companies should and do prevail. ʻ

35

3.1.4 ドイツビジネス・アーカイブズハンドブックでの評価 (1)

2000年から2001年、第⼆次世界⼤戦中にドイツの企業に雇⽤さ
れていた元強制労働を強いられた⼈々の調査

• 経済界が元強制労働者を⽀援するための共同基⾦への連帯呼びかけ
↓

• 外国⼈の⺠間⼈労働者の使⽤の有無、⼈数、条件等の調査
• 数カ⽉間、ドイツ企業アーカイブズはこの対応にかかりきり
• 批判的だった経営者にアーカイブの重要性を納得させた
• 法務部とアーカイブズ間に新たな提携関係が⽣まれたケースも

（2005年）

36
Evelyn Kroker et al. (ed.), Handbuch für Wirtschaftsarchive: Theorie und Praxis 2., erweiterte Auflage, 2005, pp.XXVIII-XXX.
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3.1.4 ビジネス・アーカイブズハンドブックでの評価 (2)

• 東欧諸国の元強制労働者からの数千の問い合わせ対応
• ドイツ企業での雇⽤期間について、対応する書類

＝「記憶、責任、未来」財団から補償を受ける要件
• 2001年までに40以上のアーカイブが25,000件の雇⽤関係を確認
• マンネスマン社のアーカイブ、グループの60の⼯場について約3,500件の
個⼈の問い合わせ受ける

• 強制労働者への補償に関する議論では、多くの企業アーキビストが、テレ
ビや紙媒体にも登場

37Evelyn Kroker et al. (ed.), Handbuch für Wirtschaftsarchive: Theorie und Praxis 2., erweiterte Auflage, 2005, pp.XXVIII-XXX. 

3.2 経営への価値付け：ブランディング、マーケティング領域での展開

1. 1990年代、企業アーカイブズに特化した⽂献、各国で刊⾏開
始

2. 2000年代、「歴史マーケティング」「ヘリテージ・マーケ
ティング」として企業アーカイブズの新しい活⽤法が概念化

3. 各国、地域の企業アーカイブズ協会、企業アーキビスト協会
のネットワークを通じて情報共有が進む。

マーケティング「商品を⼤量かつ効率的に売るために⾏う、市場調査、広告宣伝、販売促進などの企業の諸活動」
（『広辞苑 第七版』）

38

3.2.1 1990s、企業アーカイブズに特化した⽂献・ガイドブック刊⾏

1991 Alison Turton (ed.), Managing Business Archives (Oxford)
『企業アーカイブズを管理する』

1993 Arnita A. Jones and Philip L. Cantelon (ed.), Corporate Archives and History: Making the 
Past Work (Malabar, FL)
『企業アーカイブズと歴史：過去を活かす』

1997 James M. OʼToole (ed.), The Records of American Business (Chicago)
『⽶国企業のレコード』

1998 Evelyn Kroker et al. (ed.), Handbuch für Wirtschaftsarchive: Theorie und Praxis (München)
『ビジネス・アーカイブズのためのハンドブック』

1998 Paola Carucci and Marina Messina (ed.), Manuale di archivistica per lʼimpresa (Roma)
『企業のためのアーカイブズ学ハンドブック』

39
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3.2.1 2000s〜 活⽤領域での新コンセプト出現
2003 Alexander Schug, History Marketing: Ein Leitfaden zum Umgang mit Geschichte in 

Unternehmen (Bielefeld)

『歴史マーケティング：企業における歴史との付き合い⽅ガイド 』

2007 Marco Montemaggi and Fabio Severino, Heritage Marketing: La Storia dellʼimpresa
italiana come vantaggio competitive (Milano)

『ヘリテージ・マーケティング：競争優位性としてのイタリア企業の歴史 』

〈参考〉

2005 Evelyn Kroker et al. (ed.), Handbuch für Wirtschaftsarchive: Theorie und Praxis 2., 
erweiterte Auflage (München) 
『ビジネス・アーカイブズのためのハンドブック 第2版、増補版』

2007 Vereinigung deutscher Wirtschaftsarchivare e. V. (ed.), 50 Jahre Vereinigung 
deutscher Wirtschaftsarchivare: 1957-2007. (Vaihingen) 
『ドイツ・ビジネスアーキビスト協会の50年：1957年〜2007年』

2006 企業史料協議会編『ビジネスアーカイブズ⼊⾨ガイド』（会員向け⾮売品） 40

3.2.1 2010s前半 企業アーカイブズにかかわる出版物の増⼤

2011 Lynn Coleman et al. (ed.), Managing records in global financial markets: 
ensuring compliance and mitigating risk (London)
『グローバル⾦融市場における記録の管理：コンプライアンスの確保と
リスク軽減』

2012 Didier Bondue et al. (ed.), L'entreprise et sa mémoire (Paris) 
『会社とその記憶』

2012 公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団実業史研究情報センター編
『世界のビジネス・アーカイブズ』ICA関連

2013 企業史料協議会編『企業アーカイブズの理論と実践』
2014 Alexander Bieri (ed.), Crisis, Credibility and Corporate History (Liverpool) 

『危機、信頼、会社史』ICA関連
41

3.2.1 2010s後半 企業アーカイブズにかかわる出版物の増⼤
2017 Alison Turton (ed.), The International Business Archives Handbook: Understanding and 

Managing the Historical Records of Business (Oxford and NY)

『国際ビジネス・アーカイブズ・ハンドブック：企業の歴史的記録を理解し管理する』
ICA関連

2017 Francesca Pino (ed.), Creating the best business archive: achieving a good return on 
investment (Milano) 

『最⾼のビジネス・アーカイブを作る：優れた投資対効果の実現』 ICA関連

2020 Associazione Nazionale Archivistica Italiana (ed.), Archivi dʼimpresa: Archivi, storici, 
heritage manager di fronte al cambiamento (Roma) 

『企業のアーカイブズ：変化に直⾯するアーカイブズ、歴史家、ヘリテージ・マネージャー』

2022.1.22 Sarah A. Polirer (ed.), Managing Business Archives, (Chicago) to be published by the 
Society of American Archivists on January 22, 2022.

『ビジネス・アーカイブズを管理する』
42

Contributors: Ryan Donaldson, Paul 
Lasewicz, Marie Force, Scott Grimwood, 
Linda Edgerly, Sam Markham, Menzi
Behrnd-Klodt, Jamie Martin
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3.2.2 アナログ時代の企業の歴史アーカイブズ：主な⽤途

業務上まれに参照
歴史研究
経営史研究

周年記念に利⽤
（年史編纂含む）

（⾮現⽤記録）

43

3.2.3「コスト部⾨としてのアーカイブズ」

138

195 210

158

1969年 1975年 1980年 1990年

SAA企業アーカイブズ・
ディレクトリ掲載数

Benedict, Karen, ʻCollecting repositories and corporate archives: variations on a theme?ʼ  James M. 
OʼToole (ed.), The records of american business, Chicago: The Society of American Archivists, 1997 44

3.2.3「コスト部⾨としてのアーカイブズ」

•利益を⽣み出さないアーカイブズ（部⾨）は「コストセンター」

•法的根拠もなく、⺠間組織にとっての必要性は⾃明でない

•親組織（企業）の業績不振、アイデンティティや企業⽂化に無関
⼼な経営者、利益⾄上主義の経営者によるアーカイブズ部⾨の縮
⼩や閉鎖。・・・1980年代の⽶国に顕著（グラフ参照）

•「あったらいいな」ではなく「なくてはならぬ」を模索
（参考） ポール・C・ラーサウィッツ「過去は忘却すべきか？それとも歴史は重要か？組織の過去の戦略価値について、学術的観点を検討する」

公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団情報資源センター 「世界／⽇本のビジネス・アーカイブズ」（2017年７⽉25⽇発⾏）原著は2015年発⾏。
https://www.shibusawa.or.jp/center/ba/bunken/doc013_lasewicz.html 45



50

「歴史なんてくだらないものさ」ヘンリー・フォード⽒
BAC・ICA/SBA共催年次会合とビジネス・アーカイブズ国際シンポジウム

「あなた、それを信じられる...？ ビジネス・アーカイブズと信頼」
2018年11⽉14-15⽇ イギリス国⽴公⽂書館（ロンドン、イギリス）

公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団情報資源センター「ビジネス・アーカイブズ通信」77号（2018年11⽉3⽇発⾏）

「過去を忘れて未来を愛して」ジャック・ウェルチ⽒
ポール・C・ラーサウィッツ

「過去は忘却すべきか？それとも歴史は重要か？
組織の過去の戦略価値について、学術的観点を検討する」『アメリカン・アーキビスト』2015年

公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団情報資源センター「世界／⽇本のビジネス・アーカイブズ」（2017年７⽉25⽇発⾏）

「企業の社会的責任とは利益を増⼤させること」
ミルトン・フリードマン⽒

マッキンゼー＆カンパニー「彼⽅より此処へ：企業の社会的責任を考える50年」
2020年9⽉11⽇記事

公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団情報資源センター「ビジネス・アーカイブズ通信」87号（2020年10⽉13⽇発⾏）

3.2.3 「コスト部⾨としてのアーカイブズ」

46

3.2.3 経営への価値付けの源流
「コスト部⾨としてのアーカイブズ」に対して、

• 事業にとっての必要性を⽬に⾒える形で⽰す
ことが求められる

• 社内アドボカシー、アウトリーチ

• 1980年代から⽶国の企業アーキビストが積
極的に取り組む

• 数値化は難しい

（参考）財団法⼈渋沢栄⼀記念財団 実業史研究情報センター「⽂献情報：ビジネス・アーカイブズ論⽂集1」
「『企業アーカイブズと歴史：過去を活かす』（1993年）」「ビジネス・アーカイブズ通信」10号（2008年10⽉20⽇）
https://www.shibusawa.or.jp/center/ba/bn/20081020.htm 47

3.2.3 企業アーカイブズ活⽤促進の新たな概念の登場と普及
「歴史マーケティング」「ヘリテージ・マーケティング」

•定期的に開催される催事プログラム

• History Factory ‒ Anniversary Marketing Summit（2016-）
⽶国ワシントンDCを拠点とするアーカイブズ⽀援企業

• Stockholm Business History Centre ‒ History Marketing Summit（2016-）
スウェーデン・ストックホルムの企業アーカイブズ業務⽀援⾮営利組織

（参考）
公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団情報資源センター「編集部より：次号予告」「ビジネス・アーカイブズ通信」92号、2021年10⽉19⽇発⾏
https://www.shibusawa.or.jp/center/ba/bn/20211019.html
公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団情報資源センター「企業団体情報：ストックホルム経営史センター」「ビジネス・アーカイブズ通信」71号、
2017年5⽉30⽇発⾏ https://www.shibusawa.or.jp/center/ba/bn/20170530.html 48
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• 内的理由
企業体（entity） 多国籍化

M&A活発化
→求⼼⼒、アイデンティティ明確化、価値観の共有

• 外的環境・条件
デジタルICTの発達
歴史を語るチャネルと⽅法の増⼤・多様化＝デジタル化の便益

（事例）トヨタ⾃動⾞75年史

3.2.3 企業戦略におけるブランディングと企業アーカイブズ

49

3.2.3 ブランディング、インターナル・ブランディングとは

「インターナル・ブランディングは企業が⾃社のブランドの価値や評価を
⾼めるための従業員の⾃主的な努⼒を促すため，企業として⽬指すべき⽅
向性や価値観を従業員に教育および啓発する活動を指す．

（中略）インターナル・ブランディングは企業や組織が⾃分達のブランド
に関する従業員の理解や認識の共有を促すことによって従業員の⾏動を変
化させ，ブランド競争⼒を強化していこうとする取り組み」

⾼柳直弥「企業のコミュニケーション活動の調和とインターナル・ブランディング型の企業博物館運営」
https://sozo-air.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=537&file_id=22&file_no=1

50

3.2.3 事例：トヨタ⾃動⾞株式会社におけるアーカイブズグループ

渉外広報

本部

社会貢献

推進部

企業・⾞

⽂化室

・・・ ・・・ ・・・
アーカイブズ
グループ

（組織図出典）2021年11⽉5⽇企業史料協議会「第10回ビジネスアーカイブズの⽇オンライン・シンポジウム『経営を⽀える企業アーカイブズを⽬指してーDXへのアプローチー』」より

トヨタ⾃動⾞75 年

トヨタ企業アーカイブズ

公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団
実業史研究情報センター

「トヨタ⾃動⾞株式会社の
社史編纂の歴史とアーカイブズ」

2014年9⽉3⽇発⾏

51
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3.2.2 企業戦略におけるブランディングと企業アーカイブズ事例

（事例）トヨタ⾃動⾞75年史

“海外展開の本格化した後の正史がなく、グローバル30万
⼈超のトヨタマンの拠り所となる新しい社史を刊⾏する”

[刊⾏の⽬的]
(1) トヨタウェイ継承と⼈材育成（海外を含めて）
(2) 50年史刊⾏（1987年）以降の急速な変化を記録
(3) 企業情報開⽰の⼀翼を担う社史

公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団実業史研究情報センター
「トヨタ⾃動⾞株式会社の社史編纂の歴史とアーカイブズ」2014年9⽉3⽇発⾏
https://www.shibusawa.or.jp/center/ba/bunken/doc002_toyota.html#07

（ウェブ版）

52

3.2.3 事例：イオン株式会社におけるアーカイブズ（イオン歴史館）

代表執⾏役社⻑

秘書・広報担当
責任者

秘書室
コーポレート・
コミュニケー
ション部

イオン歴史館

（組織図出典）2021年11⽉5⽇企業史料協議会「第10回ビジネスアーカイブズの⽇オンライン・シンポジウム『経営を⽀える企業アーカイブズを⽬指してーDXへのアプローチー』」より

イオン歴史館

53

提供：イオン歴史館
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グローバル化

M&Aによるグループの複数企業、複数ブランド
のアーカイブズ管理

アーカイブズ所属部⾨の頻繁な変更、上司の異
動への対応

多種多様な関係者とのコミュニケーション増⼤

デジタル化

アーカイブズが関わる部署横断的プロジェクト（ウェ
ブサイト、インターナルブランディングほか）

SNSをはじめとする多種多様なチャネルを⽤いた周年
記念⾏事プロジェクト

アーカイブズのデジタル化プロジェクト など

3.3 マネージャーとしての企業アーキビスト
ーアーキビストの専⾨性・正確性と企業のマネージャーとしての予算・時間管理の折り合いという課題

（参考）松崎裕⼦「第 18 回 ICA ソウル⼤会に参加して：ビジネス・アーカイブズの動向について」（全国歴史資料保存利⽤機関連絡協議会『記録と史料』27号、
2017年、57-60⾴）https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsai/27/0/27_57/_article/-char/ja/ フランチェスカ・ピノ（⽮野正隆訳）「合併の波の後ー変化への
対応とインテーザ・サンパオログループ・アーカイブズの設⽴」『世界のビジネス・アーカイブズ』2012年、186-196⾴。ベッキー・ハグランド・タウジー（松
⽥正⼈訳）「誇りある遺産ー買収・統合後の歴史物語の重要性」同、144-153⾴。Francesca Pino, ʻGroup Archivist: manager or professional? The Italian state 
of the questionʻ, in Creating the best business archive: achieving a good return on investment, Milano, 2017, pp. 255-262. 55

3.3マネージャーとしての企業アーキビスト
ー社外からの記録・情報アクセス

• 国や地域による考え⽅の違い
欧州： エクスターナル・ブランディング、CSR、その他の理由で

アクセス度が⽐較的⾼い
ユニリーバ社（英）、ブーツ（英）、イケア社（スウェーデン）ウェブ活⽤
BMWなどドイツ語圏の企業アーカイブズ、
インテーザ・サンパウロ・グループなどイタリア⽂化財景観法の適⽤を受ける
企業アーカイブズ

北⽶： リスク・評判管理からアクセス度低い
しかし、フォード社アーカイブズがOPAC社外公開予定など、変化も

⽇本： 社史、博物館を通じた情報提供（開⽰）モデル
インド： 欧州モデルを⽬指しているもよう

56

3.3マネージャーとしての企業アーキビスト
ー社外からの記録・情報アクセス

• Section on Business Archives, International Council on Archives, Business Archives in International Comparison, 3rd edition. （ICA/SBA
「ビジネス・アーカイブズ国際⽐較」第3版、2021年）
https://www.ica.org/sites/default/files/business_archives_in_international_comparison_-_2021.pdf

• 松崎裕⼦「世界のビジネス・アーカイブズ概観」時実象⼀監修『デジタルアーカイブ・ベーシックス5 新しい産業創造へ』勉誠出版、2021年、
19-46⾴。

• Paul Lasawicz, “Advocacy, Outreach and the Corporate Archivist”, in Alison Turton （ed.）, The International Business Archives 
Handbook, Routledge, 2017, pp. 418-420. （ポール・ラーサウィッツ「アドボカシー、アウトリーチ、企業アーキビスト」『国際ビジネス・
アーカイブズ・ハンドブック』2017年）

• テッド・ライアン（時実象⼀訳）「⽶国コカ・コーラ社とフォード・モーター社でのアーカイブ・システム構築の経験」『デジタルアーカイ
ブ学会誌』第5巻第3号、2021年、178-183⾴。https://doi.org/10.24506/jsda.5.3_178

• CORPORATE ARCHIVE PORTAL (WIRTSCHAFTSARCHIVPORTAL, WAP) https://unternehmensgeschichte.de/EN/WuB-WAP (ドイツ語圏
の企業アーカイブズ・ポータルサイト）

• Lesley Richmond, Balancing Rights And Interests: The Ethics Of Business Archives, Business Archives Principles & Practice, no.79, May 
2000, pp.29-41.（レズリー・リッチモンド「権利と利益のバランスをとる：ビジネス・アーカイブズの倫理」2000年）

• Sara Kinsey, Managing risks, in Alison Turton （ed.）, The International Business Archives Handbook, Routledge, 2017, pp. 356-381. 
（セーラ・キンゼイ「リスクを管理する」 『国際ビジネス・アーカイブズ・ハンドブック』2017年） 57

【参考⽂献】
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4. ⽇本の企業アーカイブズのこれから

1. ⽬録・データベース整備、保存等管理業務に必要な専⾨性

2. デジタル活⽤領域における実務、知識向上

3. 企業アーカイブズ機能の整備と「評価選別」基準の模索

58

4.1⽬録・データベース整備、保存等管理業務に必要な専⾨性

森永製菓史料室の事例：
広報関係のマネージャーが（社外の）資料管理業務のプロフェッショナルパートナーと連携

帝国データバンク史料館『Muse : 帝国データバンク史料館だより』33号、2019年
https://www.tdb-muse.jp/report/Muse_No33all.pdf https://www.tdb-muse.jp/

4.2 デジタル領域における
実務、知識向上

• ルール
• 保存

• ⻑期保存の⽅法、コスト、ストレージ
• 媒体
• メタデータ（⽬録）

• 利活⽤
• 権利に関わる諸問題（著作権、肖像権等）
• メタデータ（⽬録）

Jørgen Stamp, CC BY 2.5 DK
<https://creativecommons.org/licenses/by/2.5/dk/deed.en>, 

via Wikimedia Commons

60図書館、博物館、デジタル情報管理に関わるあらゆる業界と共通の課題
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4.3 企業アーカイブズの整備と「評価選別」基準の模索

〈評価選別〉
⽬的：継続企業であるために参照する記録の継続的保存、管理可能性確保

２つの視点 ①「企業が事実を掌握し、深く理解することを可能にする」（Pell）

②経営への価値付けを可能にする ←活⽤の視点だが評価にも関わる

ヒストリー・マーケティング、ヘリテージ・マーケティング
ブランディング、特にインターナル・ブランディング

61

manageabilityGoing concern

4.3 企業アーカイブズの整備と「評価選別」基準の模索

＊「事実を掌握し、深く理解する」に関して
ひとつの観点ーICA/SBA部会⻑の講演より
評価の基準

- 何が変わったのか、何が起きたのか（原因）
-なぜ何かが変わったのか、起こったのか（意図）
- どのような決断がなされたのか（決定）
-その結果、どうなったか？（結果）

Alexander Lukas Bieri, Die Suche nach dem Wesentlichen im Zeitalter der Beliebigkeit, Archiv und Wirtschaft, 2008 / Heft 2
41. Jahrgang, ISSN 0342-6270 https://www.wirtschaftsarchive.de/site/assets/files/18777/auw_2008_2_61-69.pdf

因果性

科学主義

62

4.3 ⽇本の企業アーカイブズ整備と「評価選別」基準の模索

63

「失敗史は書けぬものか」渋沢敬三

「翻って我国の過去の歴史的記録労作を顧みると殆ど全てが⾃慢史ばかりである。銀⾏会
社の何⼗年史、学校や各種団体、市町村の事ある時に出された歴史、惹いて我国の歴史に
⾄るまで、先ず成功づくめの⾃慢史ではなかったか。例えばある薬品を創造するに際して
成功した経過はもとより記すべきだがその過程に於いて⾟苦した失敗のデータが極めて⼿
際よく坦々と書かれてあったら、他の従事者⼜は後に続くものは無駄な労⼒と試薬と時間
とを省き得ること莫⼤であろう。真の成功は失敗を素直に且つ科学的に究明した上に築か
れるべきものであろう。」

『祭⿂洞雑考』岡書院、1954年、484⾴。



56

4.3 ⽇本の企業アーカイブズ整備と「評価選別」基準の模索
ー経緯の記録・情報は将来に継承される価値を持つ

【花王の事例】

1985年ごろから始まり
1997年に撤退した情報事業

・撤退時売上8,000億円の1割を
占めていた。

・なぜ開始し、なぜ撤退したの
か。

花王株式会社『花王120年』2012年、581-596⾴。 64

【帝国データバンクの事例】

明治期より企業の信⽤調査とあ
わせ、⼈事調査も

・1960年代以降プライバシー尊
重、⼈権意識⾼まる。

・1981年、⼈事調査から撤退。

株式会社帝国データバンク
『情報の世紀ー

帝国データバンク創業百年史』
2000年、71、392-397、475-477⾴。

5. おわりに

•過去の事実を掌握し、深く理解するためのアーカイブズが必要

•デジタルによる多様な活⽤（特にマーケティング、ブランディング領域）拡⼤

•⽇本の企業アーカイブズの発展のために：
• 専⾨職（伝統的なアーカイブズ、デジタル）との連携や雇⽤
• or/and 専⾨的な知識・技能の絶えざる向上のための取り組み
• 未来に継承すべき記録資料の評価選別基準の練り上げ

「われわれは何者なのか、どこから来たのか」
65

5. おわりに

66

企業アーカイブズは

企業⼈の仕事に対する誇りの源泉

⾰新を⽣み出す知識の源泉

継続企業の礎
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次の⽅々にご協⼒いただきました。記して感謝いたします。

イオン株式会社 イオン歴史館 ⼤塚聡様
キリンホールディングス株式会社 アーカイブ室 ⼭⽥弥⽣様
トヨタ⾃動⾞株式会社 アーカイブズグループ 川島信⾏様
帝国データバンク史料館 福⽥美波様
公益財団法⼈渋沢栄⼀記念財団情報資源センター 茂原暢様
企業史料協議会事務局⻑ 上⽥和夫様
企業史料協議会理事 松村伸彦様
企業史料協議会理事 ⾼津隆様
社史研究家 村橋勝⼦様
⾼千穂⼤学教授 ⼤島久幸様
Cigna Corporation Sarah A. Polirer様

67

（順不同）




